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うきは市告示第39号 

 平成26年第４回うきは市議会定例会を次のとおり招集する 

    平成26年８月27日 

                               うきは市長 髙木 典雄 

記 

１ 期 日  平成26年９月４日（木）午前９時 

２ 場 所  うきは市議会議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

           岩淵 和明君          鑓水 英一君 

           熊懐 和明君          中野 義信君 

           佐藤 湛陽君          上野 恭子君 

           江藤 芳光君          藤田 光彦君 

           伊藤 善康君          諌山 茂樹君 

           櫛川 正男君          大越 秀男君 

           三園三次郎君          髙山 敏枝君 

           岩佐 達郎君 

────────────────────────────── 

○９月８日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○９月９日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○９月24日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 
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平成26年 第４回（定例）う き は 市 議 会 会 議 録（第１日） 

                             平成26年９月４日（木曜日） 

                                            

議事日程（第１号） 

                         平成26年９月４日 午前９時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定について 

 日程第３ 諸報告 

 日程第４ 議案上程（報告第６号から報告第８号まで３件、議案第50号から議案第74号まで

２５件、請願第１号から請願第３号まで３件） 

 日程第５ 市長の提案理由説明 

 日程第６ 委員会調査報告（総務産業常任委員会・厚生文教常任委員会） 

 日程第７ 決算特別委員会の設置について 

 日程第８ 決算特別委員会への議案審査付託 

 日程第９ 報告第６号 平成２５年度財政健全化判断比率及び資金不足比率について 

 日程第10 報告第７号 うきはの里株式会社の経営状況について 

 日程第11 報告第８号 専決処分の報告について（事故による損害賠償に関する専決処分） 

 日程第12 議案第51号 平成２６年度うきは市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第13 議案第52号 平成２６年度うきは市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第14 議案第53号 平成２６年度うきは市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第

１号） 

 日程第15 議案第54号 平成２６年度うきは市立自動車学校特別会計補正予算（第１号） 

 日程第16 議案第55号 平成２６年度うきは市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第17 議案第56号 平成２６年度うきは市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第18 議案第57号 平成２６年度うきは市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第19 議案第58号 平成２６年度うきは市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第20 議案第59号 財産の貸付について 

 日程第21 議案第64号 うきは市税条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第22 議案第65号 うきは市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

 日程第23 請願の委員会付託（請願文書表） 
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────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定について 

 日程第３ 諸報告 

 日程第４ 議案上程（報告第６号から報告第８号まで３件、議案第50号から議案第74号まで

２５件、諸願第１号から諸願第３号まで３件） 

 日程第５ 市長の提案理由説明 

 日程第６ 委員会調査報告（総務産業常任委員会・厚生文教常任委員会） 

 日程第７ 決算特別委員会の設置について 

 日程第８ 決算特別委員会への議案審査付託 

 日程第９ 報告第６号 平成２５年度財政健全化判断比率及び資金不足比率について 

 日程第10 報告第７号 うきはの里株式会社の経営状況について 

 日程第11 報告第８号 専決処分の報告について（事故による損害賠償に関する専決処分） 

 日程第12 議案第51号 平成２６年度うきは市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第13 議案第52号 平成２６年度うきは市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第14 議案第53号 平成２６年度うきは市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第

１号） 

 日程第15 議案第54号 平成２６年度うきは市立自動車学校特別会計補正予算（第１号） 

 日程第16 議案第55号 平成２６年度うきは市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第17 議案第56号 平成２６年度うきは市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第18 議案第57号 平成２６年度うきは市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第19 議案第58号 平成２６年度うきは市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第20 議案第59号 財産の貸付について 

 日程第21 議案第64号 うきは市税条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第22 議案第65号 うきは市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

 日程第23 請願の委員会付託（請願文書表） 

───────────────────────────── 

出席議員（15名） 

        １番 岩淵 和明君       ２番 鑓水 英一君 

        ３番 熊懐 和明君       ４番 中野 義信君 
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        ５番 佐藤 湛陽君       ６番 上野 恭子君 

        ７番 江藤 芳光君       ８番 藤田 光彦君 

        ９番 伊藤 善康君       10番 諌山 茂樹君 

        11番 櫛川 正男君       12番 大越 秀男君 

        13番 三園三次郎君       14番 髙山 敏枝君 

        15番 岩佐 達郎君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

        局 長 熊懐 洋一君      記録係長 浦  聖子君 

        記録係 宮﨑  恵君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

 市長   髙木 典雄君    副市長   吉岡 慎一君 

 教育長   麻生 秀喜君    市長公室長   高木 勲美君 

 総務課長   石井 好貴君    会計管理者   佐々木正志君 

 財政課長   大熊 孝則君    企画課長   重松 邦英君 

 税務課長   内山  勇君    徴収対策室長   内藤 一成君 

 市民生活課長   重冨 孝治君    生涯学習課長   安元 正徳君 

 監査委員事務局長   段野 弘美君    保健課長   金子 好治君 

 福祉事務所長   後藤 一善君    住環境建設課長   江藤 武紀君 

 災害対策推進室長   高瀬  智君    農林・商工観光課長   野鶴  修君 

 学校教育課長   秦  克之君    浮羽市民課長   篠原 武英君 

 自動車学校長   中嶋 吾郎君    総務法制係長   大石 恵二君 

 財政係長   高瀬 将嗣君 

                                       

午前９時00分開会 

○事務局長（熊懐 洋一君） 起立、礼。着席。 

○議長（岩佐 達郎君） これから平成２６年第４回うきは市議会定例会を開会します。 
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 直ちに本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

  日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員に５番、佐藤湛陽議員、６番、上野恭子議員を指名します。 

────────────・────・──────────── 

  日程第２．会期の決定 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。本市議会定例会の会期は本日９月４日から９月２４日までの２１日間としたい

と思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、会期は、本日９月４日から９月

２４日までの２１日間と決定しました。 

────────────・────・──────────── 

  日程第３．諸報告 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第３、諸報告を行います。 

 議長より諸般の報告をします。 

 お手元に配付しています、諸般の報告文書をごらんください。 

 ７月１４日、ＪＲ久大本線活性化促進協議会通常総会が開催されました。 

 以下、各総会等が開催されましたので、報告しておきます。 

 なお、それぞれの資料を議員控室にて閲覧に供しますのでごらんください。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 次に、市長より行政報告がありましたら、これを許します。市長。 

○市長（髙木 典雄君） おはようございます。平成２６年第４回うきは市議会定例会の招集に当

たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 議員の皆様には市政運営に御理解と御協力をいただいておりますことを、まずもってお礼を申

し上げます。 

 本９月定例会は、条例の制定、改正や補正予算、平成２５年度決算の認定などに関して御審議

をお願いするわけでありますが、それに先立ちまして、本日までの行政報告をさせていただきま

す。 

 ７月１日には、地域おこし協力隊の３名が着任いたしました。これから、うきはブランド推進

隊として、地域おこし活動の支援やブランド推進などの業務に従事いたします。また、１０月
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１日には、最後の１名の着任が決定したところであります。 

 ７月４日から７日には、友好都市である枝幸町との交流事業として枝幸町を訪問し、まちづく

りの視察を行うとともに、枝幸町の皆さんと交流を深めてきました。また、枝幸かにまつりにお

いて、うきは市の特産品コーナーを設け、大いに市の特産物のＰＲを行いました。民話、さるカ

ニ合戦にちなんで始まる交流も、友好都市締結後５周年、旧浮羽町からの交流では１９年目を迎

え、人的交流や物的交流が深まっております。 

 九州北部豪雨から２年目となる７月１４日には、つづら棚田におきまして、市内の小学生

５８名が、豪雨の経験や記憶を風化させまいとヤマモミジの苗木を植樹し、地域の復興と防災を

祈念しました。 

 ７月２２日には、災害時に迅速な安否確認などが可能となるよう、ＮＴＴ西日本福岡支店との

間に災害時の特設公衆電話の設置、利用に関する協定を締結し、７月２５日には、地図製作会社

ゼンリンと、スムーズな救援物資の配布やボランティア活動に同社の地図情報を生かすため、災

害時における地図製品等の供給等に関する協定を締結いたしました。 

 ７月２７日には、うきは、八女市を結ぶ合瀬耳納トンネルの本体工事の安全祈願祭に合わせて

起工式を実施いたしました。トンネルは全長約２.６キロメートルで、開通により、峠を越える

までの距離が約６キロメートル短くなり、通行時間も約１３分短縮される見込みとなります。平

成２８年にトンネル貫通を予定しております。 

 ８月１１日には、うきは木材チップ活用社会実験協議会が発足いたしました。うきは市と国土

交通省が連携し、間伐材などからつくった木材チップが雑草の生育防止に役立つかを確かめます。

防草作業の費用低減や木材チップ活用による森林の保全効果を期待しているところであります。 

 ８月２２日には、ＮＨＫ夏季巡回ラジオ体操・みんなの体操会が吉井体育センターにて開催さ

れました。雨にもかかわりませず、８００名を超える市民の皆様の参加により、無事ラジオ体操

を終了することができました。また、議員の皆様にも多数御参加いただき、ありがとうございま

した。 

 ８月３０日には、うきは市民大学の子ども未来学部体験学習の集大成の場として、昨年に続き、

子ども議会を開催いたしました。子供ならではの新しいアイデアが次々と提案され、今後のうき

は市を担う子供たちの頼もしい姿を見ることができました。また、議員の皆様にも多数の御参加

をいただき、ありがとうございました。 

 ８月３１日には、市民ホールにおきまして、上水道整備の必要性をテーマに市民シンポジウム

を開催し、行政、議会、市民等の代表者８人をパネリストに迎え、意見交換を行いました。当日

は約４００名の方に御参加をいただき、多くの市民の皆様に対して、うきは市の上水道整備の必

要性について説明をさせていただいたところであります。 
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 以上、報告をさせていただきます。 

○議長（岩佐 達郎君） 以上で行政報告は終わりました。 

 これで、諸報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

  日程第４．議案上程 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第４、議案の上程を行います。 

 報告第６号から報告第８号までの３件、議案第５０号から議案第７４号までの２５件、請願第

１号から請願第３号までの３件、以上を上程します。 

────────────・────・──────────── 

  日程第５．市長の提案理由説明 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第５、市長の提案理由の説明を求めます。髙木市長。 

○市長（髙木 典雄君） 本日、平成２６年第４回うきは市議会定例会を招集しましたところ、議

員各位には公私とも御多忙中にもかかわりませずお集まりをいただき、厚くお礼を申し上げます。 

 さて、本年の梅雨明けは７月２１日と、平年より２日、昨年に比べ１３日遅い状況であり、

７月中は暑い真夏の日々が続きました。しかし、８月に入ってからは一変して雨の日が多く不安

定な天候となり、梅雨に逆戻りしたような状況となっております。このような中、豪雨による災

害が懸念されたところでありますが、幸いなことに、うきは市においては、大きな被害を受ける

ことなく、これまで推移しております。また、７月から８月にかけては、二度にわたる台風の接

近がありましたが、進路が大きくそれたおかげで、それについても大きな被害を避けることがで

きました。しかしながら、テレビ、新聞などで報道されているとおり、全国至るところで豪雨に

よる災害が発生しており、特に広島市においては、土石流により多くの人命が失われるといった

痛ましい被害の発生を見ております。被災された皆様に、心よりお悔やみとお見舞いを申し上げ

ます。 

 広島市での土石流による被害は住宅地開発等にかかわる問題点が指摘されておりますが、豪雨

は全国のどこにでも発生する状況であり、うきは市も例外ではありません。歴史をさかのぼれば、

うきは市でも、過去に山汐と呼ばれる土石流災害の発生が記録されており、十分な注意が必要な

状況です。このようなことから、市内のそれぞれの地域の特性を正確に把握し、これまで以上に

防災対策を図り、市民の皆様が安心・安全に生活できる環境整備を行っていくことが重要と考え

ております。 

 なお、本市の喫緊の課題であります一昨年の九州北部豪雨に伴う災害復旧の進捗状況でありま

すが、国の査定を受けたものについて、発注ベースでは、以前にもお伝えしているとおり、本年

３月末時点で１００％完了となっております。また、完成ベースの進捗では、８月３１日現在
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６９.９％で、ほぼ７割となっております。さらに市単独事業による災害復旧分についても、お

おむね７割程度の進捗状況となっており、引き続き早期の完成を目指し、鋭意事業を進めている

ところでございます。 

 一方で、長雨は農作物への影響も懸念されるところであります。現在、出荷の最盛期を迎えて

いる、うきは市特産のフルーツについても、品質を維持していくことが例年以上に厳しい状況で

あると伺っております。また今後、収穫を迎える米についても、作柄に影響が出ないか心配なと

ころであります。これから１０月、１１月にかけては、市内の行事が立て込んでくる時期となり

ます。議員の皆様におかれましては、公私ともに多忙な状況になるかと思いますが、活力あるう

きは市の形成に向け、引き続き御協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げる次第でありま

す。 

 さて、本日提案しております議案は条例案件６件、予算案件９件、決算案件９件、報告３件、

その他の案件１件となっております。 

 報告第６号は、平成２５年度財政健全化判断比率及び資金不足比率についてであります。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、平

成２５年度財政健全化判断比率及び資金不足比率について報告をするものでございます。 

 報告第７号は、うきはの里株式会社の経営状況についてであります。 

 地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、経営状況について報告をするものでございま

す。 

 報告第８号は、専決処分の報告についてであります。 

 さきに専決処分事項として指定を受けておりました１件５０万円以下の損害賠償の額を決定し

たことを、地方自治法第１８０条第２項の規定により議会に報告するものでございます。 

 議案第５０号から議案第５８号までは、平成２６年度補正予算についてであります。 

 なお、国民健康保険事業特別会計以下の特別会計につきましては、前年度からの繰越金の補正

に伴うものが主な内容となっております。 

 議案第５０号は、平成２６年度うきは市一般会計補正予算（第２号）についてであります。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億８,２５９万４,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１６５億７,８４０万１,０００円とするものでございます。 

 歳入の主なものは、地方交付税１億９,０２９万５,０００円、使用料２,４７４万３,０００円、

国庫負担金１,０９１万６,０００円、国庫補助金４,４９０万円、県補助金３,３６４万

９,０００円、繰越金３億９,２１２万９,０００円、市債２,８６４万円の増額補正と、基金繰入

金２億５,０００万円の減額補正を計上しております。 

 歳出の主なものは、総務費では総務管理費２億５,３９３万３,０００円、民生費では社会福祉
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費１,０９１万６,０００円、農林水産業費では農業費７,５４４万３,０００円及び林業費

１,７００万円、教育費では社会教育費５,２００万円、諸支出金では特別会計繰出金

１,９００万円、予備費４,３４５万９,０００円の増額補正を計上しております。 

 議案第５１号は、平成２６年度うきは市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につい

てであります。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９０３万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ４５億４,０３０万１,０００円とするものでございます。 

 歳入の主なものは、繰越金８０３万６,０００円の増額補正を計上いたしております。 

 歳出の主なものは、予備費７６８万６,０００円の増額補正を計上いたしております。 

 議案第５２号は、平成２６年度うきは市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）につ

いてであります。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ４億３,７６４万１,０００円とするものでございます。 

 歳入は、繰越金５万円の増額補正を計上しております。 

 歳出は、繰出金５万円の増額補正を計上しております。 

 議案第５３号は、平成２６年度うきは市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）

についてであります。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４３万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ２,２５７万円とするものでございます。 

 歳入は、繰越金４３万６,０００円の増額補正を計上いたしております。 

 歳出は、予備費４３万６,０００円の増額補正を計上いたしております。 

 議案第５４号は、平成２６年度うきは市立自動車学校特別会計補正予算（第１号）についてで

あります。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３６１万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１億４,５９８万７,０００円とするものでございます。 

 歳入は、繰越金３６１万７,０００円の増額補正を計上いたしております。 

 歳出は、予備費３６１万７,０００円の増額補正を計上いたしております。 

 議案第５５号は、平成２６年度うきは市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）についてで

あります。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２４万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ１,７２９万６,０００円とするものでございます。 

 歳入は、繰越金２４万円の増額補正を計上いたしております。 
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 歳出は、予備費２４万円の増額補正を計上いたしております。 

 議案第５６号は、平成２６年度うきは市下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてであ

ります。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３８２万３,０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１３億２,８１９万円とするものでございます。 

 歳入の主なものは、他会計繰入金１,９００万円の増額補正と、繰越金１,９８４万

８,０００円の減額補正を計上いたしております。 

 歳出の主なものは、公共下水道建設費の管渠工事費３１５万円の減額補正を計上いたしており

ます。 

 議案第５７号は、平成２６年度うきは市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につい

てであります。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２５万５,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ２,９０１万８,０００円とするものでございます。 

 歳入は、繰越金２５万５,０００円の減額補正を計上いたしております。 

 歳出は、予備費２５万５,０００円の減額補正を計上いたしております。 

 議案第５８号は、平成２６年度うきは市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）について

であります。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８７万３,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ５,７７３万３,０００円とするものでございます。 

 歳入の主なものは、基金繰入金６０万円の減額補正を計上いたしております。 

 歳出は、予備費８７万３,０００円の減額補正を計上いたしております。 

 議案第５９号は、財産の貸付についてであります。 

 地方自治法第９６条第１項第６号の規定により、旧自動車学校跡地の一部に係る財産の貸し付

けについて議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第６０号は、うきは市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定

についてであります。 

 子ども・子育て支援法及び就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関す

る法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律による児童福祉法の改

正により、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例を制定するものでござい

ます。 

 議案第６１号は、うきは市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の制定についてであります。 
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 子ども・子育て支援法の施行に伴い、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例を制定するものでございます。 

 議案第６２号は、うきは市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の制定についてであります。 

 子ども・子育て支援法及び就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関す

る法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律による児童福祉法の改

正により、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例を制定するもので

ございます。 

 議案第６３号は、うきは市地下水の保全に関する条例の制定についてであります。 

 地下水の採取に関し必要な事項を定めることにより地下水を保全し、市民の健康で文化的な生

活に寄与するため、地下水の保全に関する条例を制定するものでございます。 

 議案第６４号は、うきは市税条例の一部を改正する条例の制定についてであります。 

 軽自動車税のうち、改正を保留しておりました小型特殊自動車に係る税額を改正するものでご

ざいます。 

 議案第６５号は、うきは市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いてであります。 

 災害弔慰金の支給等に関する法律の改正に伴い、災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改

正するものでございます。 

 議案第６６号から議案第７４号までの９議案につきましては、平成２５年度の一般会計及び

８つの特別会計の歳入歳出決算について、地方自治法第２３３条第３項の規定により、議会の認

定をお願いするものでございます。 

 以上、提案の理由の概要につきまして説明を申し上げましたが、各議案の内容説明につきまし

ては、議題とされました際に担当課長より説明をいたします。 

 いずれの議案も市政執行上緊要なものでございますので、御審議の上、御議決賜りますよう、

よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

────────────・────・──────────── 

  日程第６．委員会調査報告 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第６、委員会調査報告を行います。 

 本件につきましては、総務産業常任委員会、厚生文教常任委員会より、閉会中の継続審査申し

出があっておりましたので、その調査報告を求めます。７番、江藤総務産業委員長。 

○総務産業常任委員長（江藤 芳光君） それでは、ただいま議題になっております、閉会中にお
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ける委員会の活動報告を申し上げたいと思います。 

 平成２６年第３回うきは市議会定例会において、閉会中における継続調査申し出の所管事務調

査を実施しましたので、うきは市議会委員会条例第３６条の規定により、下記のとおり報告をい

たします。皆さんのお手元に資料が配付されて、報告書が配付されておりますので、要点のみ申

し上げたいと思います。 

 今回の調査のテーマといたしましては２点、緊急雇用創出事業（起業支援型）現況調査、それ

から山村振興事業等の調査、この２つについて行っております。 

 まず、１点目の緊急雇用創出事業現況調査についてでございます。 

 今年７月２３日に市役所３階の大会議室におきまして、出席者として総務産業常任委員が８名、

それから受託事業者１０社、全社出席でございまして、１６人の出席をいただいております。そ

れから企画課のほうで課長、担当係長、それから議会事務局、局長、所管係長２人、計２８名の

出席で行っております。 

 まず、この事業の趣旨でございますが、この事業は平成２４年度後半において、全国の雇用情

勢が依然として厳しい状況を踏まえ、政府は平成２５年１月１５日、日本経済再生に向けた緊急

経済対策を閣議決定し、緊急雇用創出事業の拡充を図るための措置として、厚生労働省は起業支

援型創造事業、予算規模１,０００億円を創設いたしております。この事業創設によりまして、

県に交付された基金の中から、うきは市は１億１,０００万円の配分を受け、企画課を所管とし

て、市内１０社と委託契約を締結いたしております。 

 この事業の該当要件でございますが、３点ございます。 

 １点目は、実施期間は平成２５年度末まで、なお、中途の事業開始は平成２６年度末まで可能。 

 ２点目、事業受託は、県内で起業後１０年以内の企業及びＮＰＯ。 

 ３点目、雇用期間は１年以内となっております。 

 末尾に別表で、受託事業者の一覧表を最後から２ページのほうに別紙で掲げております。ちょ

っとごらんいただきたいと思うんですが、別紙でございます。平成２５年度緊急雇用創出事業

（起業支援型）、今年３月３１日現在で１０社でございます。ここで皆さんに開示できない部分

は取り除いておりますけども、事業名、事業内容、それから事業の実施期間、一番右側に雇用者

数を掲げさせていただいております。そして最後に契約金額の総額が１１億２０万７,９５８円

の契約額となっております。後でごらんいただければと思います。じゃあ、もとに戻ります。 

 次に、報告会の概要でございますが、企画課との調整により、あらかじめ依頼しておりました

各企業の事業内容を示す資料を全参加者からいただいて配付いたしまして、パワーポイントを活

用するなど、１０社における事業の概要及び雇用の状況について報告をいただきました。この発

表は、ただいまの別表の順序で１社５分以内を目安として、その都度、委員が質疑等を行ってお
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ります。 

 主な質疑等を要点のみ申し上げます。 

 まず１点は、この雇用期間が１年で―緊急雇用ですから終わりますけども、その後の雇用

を続けていくのかどうかというお尋ねが複数あっております。 

 次に、今まで呉服店を経営しながら、訪問マッサージなどの業種をがらっと変えてやってきた

という、このいきさつあたりを、どういうことかというお尋ねもあっております。 

 それから、例えば６次産業のアイスクリーム製造販売事業でございますけれども、これは夏だ

けの雇用となるということで、冬場あたりの雇用はどうなるのかという質疑等も行われておりま

す。 

 それから、次のページに行きまして、道の駅で飲食店舗を借りている業者であります。この件

については、この田舎で４０万円、年間４８０万円払っているが、テナントに入るときは下げて

やると言っておりましたけども、５年もたつが何も言ってくれないとか、そういうことの発言も

あっております。 

 それから、ある企業は４名を雇用いたしておりますが、全員が退職した例もございます。この

点についての回答としては、うきはの方を地元ということで採用いたしましたけども、結果的に、

うきはになれ親しみ過ぎて、うきはのよさがわからなくなっているということに気づいたという

ことでございまして、そういう結果で辞職をされたということですけども、そういうような課題

も出てきておるところであります。 

 最後に、先ほどありました契約年次が切れても雇用継続したいという方を１０社にお尋ねを

オープンでいたしましたところ、全社、今後継続してやっていくというようなお話でもございま

した。 

 以上が主な質疑になりますけども、最後に所見として申し上げます。 

 それぞれから提出された資料をもとに、食、情報教育、森林木材の普及、うきはの情報発信、

高齢者福祉事業、さらには陶芸による芸術文化の振興など、さまざまな事業における雇用の状況

が紹介をいただきました。特に感じましたのが、生き抜くための事業着眼と、その実行力にある

というふうに感じました。かつて栄えた事業の衰退を機に、全く異なった事業に挑戦する発想と

決断もその１つで、民活に学ぶ貴重な報告だったというふうに思っております。その視点から、

農商工観光連携、ブランド推進など、うきは市が取り組む振興事業との関連もあり、今後、官民

一体となった総合的な展開によって新たな展開が期待できるのではないだろうかと思います。 

 ただ、この事業は１年間の限定事業であり、「期限が切れても雇用を継続するか」と―先

ほど申し上げましたけれども、これをただしたことに対して、全社が継続の意思を明確にいたし

ました。しかしながら報道のとおり、期限とともに事業撤退や解雇が懸念されるなど、補助金目
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当ての一過的な事業であることも認識しておく必要があろうというふうに思っております。 

 報道のとおり、来年度の概算要求―きのう新しい内閣が発表されましたけども、政府は地

方創生に向けて動き出します。今回の報告による取り組みは、いずれも衰退する地方の実情を踏

まえ、地域おこしや高齢者福祉等を主眼とした事業展開を図っております。これらの事業が、政

府の一時的な政策に頼るだけではなく、市民に潜在する創造性や実行能力などを、うきは市がう

きは創造の核となって実践起爆の誘因となす取り組みに期待をいたしたいというふうで結ばせて

まいりたいと思います。 

 次に、２点目が山村振興事業の調査であります。最近、うきは市が特にメディア等にも注目を

浴びまして、うきは市のテレビ放映等は相当取り上げられております。これも市長を初めとする、

いろんな努力の結果だろうというふうに思いますが、この山村事業調査について報告をいたしま

す。 

 ８月７日に新川・田篭の四季の舎ながいわのほうで、この調査の意見交換会を行っております。

出席者は、議長が公務出張のために欠席されておりますが、委員７名、それから都市と山村交流

プロジェクト―いわゆるうきプロから３名、新川・田篭の自治協議会、コミュニティ支援本

部、それから、役所のほうからそれぞれの担当がお見えいただいて、合計２９名の出席をいただ

いております。 

 まず、調査の概要でございますが、まずは伝建保存地区の現況調査を行っております。バスで

伝建地区―本村から注連原間であります、所管である文化財保護係長の説明を受けながら、

主要建築物、地区の現地調査を行いました。 

 まず、調査目的の１つである過疎地域等自立活性化推進事業―これ、総務省でございます

が、山村振興係が着手する空き家対策事業―栗木野地区であります、この対象の家屋を外か

ら見させていただきました。 

 伝統的建造物では、姫治小学校東側のカヤぶき屋根の修復を終えたＩターン定住者の住居、分

田地区の野上邸―きのうテレビでやっておりました、重要文化財である日森園の平川邸ほか、

隈上川と幹線道路に平行して連なる伝統家屋群の風景を車中から調査いたしました。 

 また、伝建保存指定の主因とされる棚田のかんがいシステムである井手―水を、かんがい

用水を引き入れる水路のことでありますが、の構造には、田を潤す先人の巧みな知恵がより伝建

地区の風情を醸し出し、うきはの魅力を印象づけております。 

 田篭地区では、当時として特殊な建築技法による旧平川製材所の保存計画、さらに一昨年の豪

雨災害で甚大な被害を受けた注連原の田辺邸再建の進捗状況及び再建後の管理及び活用について

の説明を所管のほうから受けたところであります。 

 これが調査の概要であります。 
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 その後、四季の舎ながいわのほうに移りまして、意見交換会を行ったところであります。 

 まず、３つにそれぞれ担当をいただきまして、区分をいたしておりまして、１点目は、現在山

村振興基金を活用している事業の紹介がございました。 

 まず１点は、農産物の栽培、販売、それから集落営農等の組織化、３点目は、都市との交流促

進、農家民泊事業、それから冷蔵機能搭載軽自動車の配備、こういうものが事業の基金をもって

行われております。さらに地域における主な取り組みの事業でありますが、棚田ｉｎうきは彼岸

花めぐり、ばさら祭もこの時期に入っております。それから、つづら棚田を守る会、つづら棚田

オーナー制度、最後に民泊体験事業が行われております。 

 次に、うきは市における山村振興事業は、先ほども調査でバスの中から見てきました伝建地区、

それから森林セラピーが代表的でありますが、特に昨年１１月から取り組んでおりますうきは市

都市と山村交流プロジェクト―通称うきプロと申し上げております。新川・田篭地区を初め、

小塩、妹川の山村地域は、過疎化による深刻な少子高齢化、限界集落の出現など衰退の一途をた

どっております。しかし、その反面、新川・田篭地区では、伝統建造物群、森林セラピー、つづ

ら棚田などの自然環境に恵まれた生活空間、地域特有の産業文化はまさに宝の山でありまして、

過疎地域自立促進特別措置法や山村振興法など、国が推進する施策を活用しながら、地域の活性

化と都市の交流拠点として取り組んでいく必要があるということであります。 

 このプロジェクトは、髙木市長が提唱する「元気と幸せを！つながろううきは」をキーワード

として、昨年１１月に発足いたしました。この組織については、一番最後のページに組織図を掲

げさせていただいておりますので、ちょっとごらんいただきたいと思います。 

 これが、うきプロの組織構成図であります。これは、うきプロと、まずは新川・田篭自治コミ

ュニティと相互連携、それから、なおかつ企業との連携、今、うきは市のほうが７社ですか、

８社ですか、協定を結んでおります。そういうところも当然ながら連携を結んで、この組織につ

いては、新川・田篭の代表者の米川さんという方が会長でございまして、この組織の下に地域活

性化部会、それから調査・研究部会―いわゆるラボ研究機関という意味ですが、事業推進部

会、この３つがそれぞれの活動を具体的になすと。そして下のほうに、うきは市のそれぞれに関

係する所管課が、この支援に当たるという望ましい構成図になって現に活動中であります。戻ら

せていただきます。 

 この中で意見交換を実施いたしております。主な点のみ申し上げます。 

 １点は、棚田オーナー制度の取り組みについて、これの継続について、今後どうあるべきかと

いうお尋ねがあっております。 

 それから同時に、棚田の管理はキャリア経験がないとできないと。そのためにも技術の継承が

必要であるというふうなお尋ねと意見を交わしたところであります。 
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 それから、市のほうから田篭民宿馬場で別の棚田オーナー制度を検討中であるという報告を受

けております。 

 次に、出荷組合の経営状況でありますが、これは民宿馬場のほうを拠点として活動いただいて

おります。この方のそのまま生の声をお伝えします。この前、放送されたテレビを見てもらった

らわかると思うと。災害でみんなの元気がなくなり、荒廃地がふえたことで年配の人たちの生き

がいをつくるにはどうするかということを考えたと。自分で品物を出せない人のために車を買っ

て集出荷をしたらどうかというふうに考えまして、先ほど言いました冷蔵車というふうにつなが

っていくわけであります。こういう取り組みの結果、人数は少ないが、おば様たちが喜んでくれ

るという、非常に楽しみに変わってきたという報告であります。また、民宿のほうでは弁当がか

なり出るようになったと。それも兼ねて高齢者で持っていくということで活用しているというこ

とで、今まででは一番いい方向になっているという、ありがたい報告をいただいております。 

 次に、空き家事業の対策であります。これは、とりもなおさず今、空き家対策が筑後版では八

女、それから大刀洗等が代執行の規制をかけるような条例に取り組んでいるようであります。 

 最後に子供ですけれども、今、姫治小学校で見ると１６人です。そのうちの６年生が５人です。

引きますと１１人、山村留学生が２人、あと９名、じゃあ、その９名がどういうことかというと、

住宅に入っている方で地元には子供がいないということであります。こういうやりとりをやった

ところであります。 

 最後に、この後の課題等について提言をいたしております。 

 １点目は、四季の舎ながいわの再生。例えば、都市と農村交流との滞在型の拠点、宿泊施設に

というふうな考え方はどうかということで、検討の余地があるのではないかということで提言し

ております。 

 それから２点目は、長崎県松浦市を参考にした都市と山村交流、体験民宿事業の推進、それか

ら高齢化による農業従事者の技術的なものを継承するための保全への取り組み、この３点を課題

として挙げさせていただいております。 

 最後に所見ですけども、今回の調査で、改めてうきはの宝と、その魅力を体感いたしました。

この新川・田篭地区にとどまらず、小塩、妹川の扇状に広がる３つの谷は、古来それぞれに自然

と生活が織りなす景観と文化的資源は、まさに宝庫と言えます。山村振興への取り組みは、うき

は振興の縮図でもあり、そのキーワードと考えます。今、都市圏では回帰志向に目覚める世論が

高いと言われています。都市と山村交流は自然や農業、さらに教育への関心が高まる中で、市を

挙げて取り組む喫緊の課題だと考えております。今回の調査で、何より地元住民と市が一体とな

った取り組みこそに意義は大きく、特に市長が提唱する横軸がこの事業に実践されている点にそ

の評価があります。今後、国の政策を活用しながらも、これら貴重な資源を生かした、うきは独
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自の政策実行に、「うきは」ブランド発信の拠点になすことを期待いたしまして報告を終わりた

いと思います。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 報告が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 委員長、自席へお戻りください。お疲れさまでした。 

 以上で総務産業常任委員会からの調査報告を終わります。 

 次に、１２番、大越厚生文教委員長。 

○厚生文教常任委員長（大越 秀男君） さきの平成２６年第３回うきは市議会の定例会において、

閉会中の継続調査申し出の所管事務調査を行いました。市議会委員会条例第３６条の規定により、

下記のとおり報告をいたします。 

 調査月日は、平成２６年７月９日水曜日であります。場所につきましては第２委員会室で、調

査事項は、うきは市社会福祉協議会及びシルバー人材センターの事業についての調査をいたしま

した。 

 まず、調査の目的といたしましては、この４月にこの議会も新しい顔ぶれに変わりました。議

員の勉強も兼ねた調査というふうに位置づけて行ったところであります。 

 シルバー人材センターの事業について、坂本理事長、名島常務理事、秦事務局長より、その事

業についての説明を受けたところであります。 

 まず、基本理念というのは、高年齢者等の雇用の安定に関する法律第６８号に基づき、自主・

自立・共働・共助を基本理念のもとにシルバー人材センターは運営されております。その業態と

しては、請負、委任の形式で行う公益法人であります。その結果、一般労働派遣事業とは違い、

これは届け出のみで行える事業であります。 

 概況といたしましては、過去の経緯が、平成１０年１０月２１日に、最初は浮羽郡シルバー人

材センターとして設立されております。その後、田主丸町が久留米市と合併したことにより、現

在のうきは市単独のシルバー人材センターとなっております。 

 ２５年度の事業につきましては、契約件数が１,９６７件、契約金額１億１６万８,２６４円と

なっております。その内訳としまして、公共関係の契約金額が３,３８５万６,９６４円、民間が

６,６３１万１,３００円となっております。 

 会員の構成としましては、男性が１７４名、女性が９８名、平均年齢でいきますと、大体

７０.５歳ぐらいとなっております。それぞれに最高年齢は、男で８４歳、女性で８１歳という
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方もおられます。 

 うきは市は企業関係が非常に少ないという、民間企業が少ないということで、シルバー人材セ

ンターの受託事業というのが非常に限られている、少ないということであります。今後の課題と

しては、やっぱり新規事業の開拓をどうしてもやらなければならないということで、現在では、

福岡県がやっております「７０歳現役社会」づくりという、その一環である、ふくおか子育てマ

イスターという事業に取り組み、現在、託児ルームをやろうということで準備中だというお話を

お伺いしました。 

 このシルバー人材事業がどういうふうに、いわゆる高齢者の生きがいにつながっているのかと

いうことで、その一面を医療費の削減という観点で見てみますと、大体これ、１５７名の回答に

なっておりますけれども、全く使っていないという方が１２名、平均で４万１,７８２円、これ

を県との比較にしますとかなり安いと。それから一番安いのは、７０歳代の女性で２万

６,１８１円ということでありました。 

 去年の４月１日から公益法人改革というのが行われておりますけれども、シルバー人材セン

ターは公益法人という認定を受けております。その結果、毎年毎年その認定に該当するのかしな

いのかという、毎年毎年その手続が非常に煩雑になっているということでありました。その結果、

職員にもかなりの負担がかかっている。できれば職員をふやしたいんだという話も伺ったところ

であります。このことは後で説明もいたしますが、公益法人になったことで、基本的には、この

事業はボランティアでやるというのが公益法人の考え方であります。その結果、役員研修の費用

等が全く出なくなったというようなデメリットも生じているということでございました。 

 それから、会員の募集あるいは拡大については、３ページの上のほうになりますけれども、シ

ルバー人材というのは、働く時間あるいはやれる仕事の範囲というのが制限されております。結

果、やっぱり生活のために仕事をしたいという方がどうしても入ってこれない。入っても、月の

うちわずかしか働けないと。だから、やっぱりシルバーではだめだというような現実があるとい

う悩みを聞いております。月に十日、月に８０時間というのが限度となっております。それから

土木建設作業、あるいは危険を伴う機械類の操作や高所作業などはできないというのが、このシ

ルバー人材センターの仕事の制限であります。 

 事業の実績と今後の方向性につきましては、藤波ダム公園にオリーブを植栽したんだけれども、

２６年度は市からの補助がなかったため、連合の事業とはならなかったと。本年度も申請する予

定であるということでありました。しかし、なかなかこのオリーブ植栽というのもまだまだその

事業、それから収益に関しては不透明な部分がありますので、さらに新しい事業の開拓が必要で

あるというお話でありました。 

 先ほども申し述べましたけれども、女性グループによる託児ルームを準備中であるということ
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でありましたので、現在は―ちょっと最終的に確認いたしておりませんが、チラシを乳児健

診の会場あるいは豊田小児科、市立図書館などに置くように計画しているということでありまし

た。 

 以前行いました焼酎をつくるための芋の栽培でありますけれども、中島畑でつくったところ、

やはり小動物、特にイノシシ等にやられ、結局その目的を達することができなかったということ

であります。そして、ネットを張ればいいというわけにはいかず、その経費が非常にかかるとい

うことで、現在はこの芋の栽培も中断されている状態であるということであります。 

 野菜の水耕栽培等の予定についても、中古のハウス等がなかなか見つからないということで、

まだ手つかずのままであるという報告を受けました。 

 役員研修等については、先ほども申し上げましたように、なかなか旅費が出ないと。公益法人

になって、ボランティアが基本ということで、旅費が出ないということで、なかなか研修も厳し

くなっているという報告を受けております。 

 次のページ、４ページですけれども、特にうきは市は民間企業が少ないということで、このシ

ルバー人材センターの仕事はどうしても公の公共契約に頼る比率が高くて、その辺が事業を伸ば

していくことのネックになっているということでありました。こういった面からも、うきは市の

やはり企業誘致は喫緊の課題だなということを実感したところであります。 

 続きまして、社会福祉協議会―社協の事業について調査をいたしました。 

 社会福祉協議会というのは、法律で住民の福祉を総合的に支えるための地域福祉活動や介護保

険サービス、障害者福祉サービス、障害者の就労支援事業、葬祭など、多様な福祉サービスを行

っている社会福祉法人であります。この経費につきましては、会費、共同募金配分金、寄附金な

どが主な財源となっているために、社協活動の理解、浸透を図ることが第一と考え、住民との対

話の機会として福祉座談会を開催しておられます。平成２５年度は２０回ほど開催されたようで

あります。 

 特に生活困窮者支援への先駆的、試行的取り組みとして、内職シェアステーションcococonnne

―こここんねと読みますけれども、これを独自に開始しております。結果的に２人が就労に

つながったということであります。この２人というのは見るからに少ないような気がいたします

が、やはり生活困窮者のそういった支援で、結果的に２人という数字が就労につながっているこ

とは、非常に私たちとしては大きな効果があったんではないかなというふうに解釈しております。 

 それから葬祭事業については、年々家族葬というのがふえ続けてきております。うきは斎場別

館がことしの２月にオープンし、駐車場の拡張と合わせて利用料金は低額に抑え、結果的に利用

件数が１２３件あったということであります。今後さらにこの家族葬というのはふえていくので

はないかなということで、さらなるうきは斎場の利用の促進が求められるところであります。 
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 それから質疑応答ですけれども、特に宅配弁当に汁物が欲しいという希望等もあるそうであり

ますが、今のところ、なかなか汁物は、宅配の過程で汁がこぼれるということで密閉容器が必要、

そういった理由でなかなか対応できていないということでありました。 

 不登校、引きこもりの傾向、それから今後の見通しについては、不登校引きこもりについては

年々ふえてきておるということで、今後さらに市としても、あるいは学校としても大きな課題に

なってくるのではないかなということでありました。 

 それから、最後の締めくくりになりますが、福祉委員が１年や２年という短期間で交代してい

る現状があります。社協としては、もう少し長く継続してもらいたいということでありました。

さらに、今後、確実に進む高齢化と複雑化する社会への対応には、社協のみならず、市としても

今後の大きな課題になると予想されるために、福祉施策の、より一層の充実が求められるという

ことで、この報告を締めさせていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） 報告が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 委員長、自席へお戻りください。お疲れさまでした。 

 以上で厚生文教常任委員会の調査報告は終わります。 

────────────・────・──────────── 

  日程第７．決算特別委員会の設置について 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第７、決算特別委員会の設置についてを議題とします。 

 お諮りします。平成２５年度うきは市一般会計歳入歳出決算並びに特別会計歳入歳出決算の審

査を行うため、議員全員による決算特別委員会を設置したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、議員全員による決算特別委員会を設

置することに決しました。 

 お諮りします。決算特別委員会の委員長及び副委員長の選出については、議長の指名推選にし

たいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、議長の指名推選で行うことに決しま

した。 

 決算特別委員会の委員長に１４番、髙山敏枝議員、副委員長に１３番、三園三次郎議員を指名
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して決定します。 

────────────・────・──────────── 

  日程第８．決算特別委員会への議案審査付託 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第８、決算特別委員会への議案審査付託を議題とします。 

 お諮りします。議案第６６号平成２５年度うきは市一般会計歳入歳出決算の認定についてから

議案第７４号平成２５年度うきは市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定についてまでの

９件を決算特別委員会へ審査付託したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６６号から議案第７４号まで

の９件を決算特別委員会へ審査付託することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

  日程第９．報告第６号 

○議長（岩佐 達郎君） 平成２５年度財政健全化判断比率及び資金不足比率についてを議題とし

ます。議案の朗読は省略します。 

 説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（大熊 孝則君） 議案書のほうと、それから別にお配りしています平成２５年度財政

健全化判断比率算定資料というのを御準備いただきたいと思います。 

 議案書の１ページのほうは省略させていただきまして、２ページ以降について説明させていた

だきます。 

 このことにつきましては、２００６年に北海道夕張市の財政破綻が発覚したことを機に、翌年、

自治体財政健全化法が交付されまして、都道府県、市町村に実質赤字、連結実質赤字、実質公債

費、将来負担の４つと、公営企業会計に係る資金不足比率を毎年公表するということが義務づけ

られたわけでございます。比率が一定の基準を超えますと、財政健全化計画を策定して国・県へ

の報告が必要になり、総務大臣の許可がなければ地方債が発行できないといったペナルティーが

課せられることになっております。 

 その指標とされておりますのが、１つは健全化判断比率、それからもう一つが財政判断比率で、

最初の健全化判断比率につきましては、議案書のほうの２ページをごらんいただきたいと思いま

す。健全化判断比率の状況、この区分でいきますと、実質赤字比率から将来負担比率まで、その

いずれかが早期健全化基準以上になった場合に財政健全化計画の策定が求められます。 

 また、２つ目の再生判断比率につきましては、実質赤字比率から実質公債費比率までのいずれ

かが財政再生基準以上になった場合に、財政再生計画を定めなければならないということになっ

ております。本市におきましては、いずれの指標につきましても基準未満ということになってお
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ります。 

 詳細につきましては、別冊のほうの財政健全化判断比率算定資料のほうをごらんいただきたい

と思います。 

 その資料の１ページ、実質赤字比率でございますが、普通会計、いわゆるここに挙げておりま

す一般会計、住宅新築資金等特別会計、自動車学校特別会計の実質赤字額の標準財政規模に対す

る比率を見るものでございます。 

 早期健全化基準は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行令第７条によりまして、市

町村については、財政規模に応じて１１.２５から１５％の間で定められており、本市の場合、

そこに示された算式によりまして１３.４９％になります。財政再生基準については、施行令第

８条により２０％というふうに定められております。本市におきましては、いずれの会計も実質

収支は黒字でございますので、議案書２ページの比率のところはハイフンで表示をしておるとこ

ろでございます。 

 次に、説明資料２ページのほうをお願いいたします。 

 連結実質赤字比率ですが、一般会計から特別会計までの連結ベースによる実質赤字額の標準財

政規模に対する比率を示すものでございます。施行令第７条の規定によりまして、早期健全化基

準は、実質赤字比率に５％を加算した１８.４９％となります。財政再生基準は、施行令第８条

により３０％と定められておりますが、本市の場合は、いずれの会計においても実質収支は黒字

となっておりますので、議案書のほうの２ページの比率はハイフンで表示しておるところでござ

います。 

 説明資料の３ページでございますが、実質公債費比率について、計算式は上段のほうに記載を

しているとおりでございますが、簡単に申し上げますと、一般会計や特別会計が実質的に負担す

る元利償還金等の標準財政規模に対する比率をあらわすものでございます。具体的な計算方法に

ついては次ページに記載をしているとおりで、中段右側の１０.７％というのがその比率になり

ます。議案書のほうをごらんいただきまして、議案書の２ページの、うきは市比率の欄に計上し

ております早期健全化基準については施行令第７条、財政再生基準については同８条の規定によ

り、それぞれ２５％と３５％と定められておるところでございます。 

 説明資料のほうに戻っていただきまして、５ページをお願いいたします。 

 将来負担比率の計算式については上段に記載しておるとおりですが、一般会計や特別会計に加

え、一部事務組合等も含めて、市が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率を

あらわすものでございます。早期健全化基準は施行令第７条で３５０％と定められております。

具体的な数値等は、中段の将来負担から次ページ以降に記載しておりますが、比率としては、

７ページのほうの一番下のところの右端に記載しておりますように、２１.１％がうきは市の将
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来負担比率となり、議案書のほうの２ページに記載しております、うきは市比率の数字というこ

とになります。 

 議案書のほうの３ページをお願いいたしたいと思います。公営企業会計に係る資金不足比率

（平成２５年度分）でございますが、公営企業の健全化に関しては、事業規模に対する資金不足

額の割合である資金不足比率を適用することになっておりまして、その状況を報告するものでご

ざいます。 

 資金の不足額は、一般会計等の実質赤字に相当するもので公営企業ごとに算出されます。下水

道事業特別会計を例に説明をいたしますと、表中の歳出額（１）に平成２５年度の公営企業決算

状況調査の歳出決算額１２億４,９７５万５,０００円が計上されます。 

 算入地方債（２）、これは退職手当債等が該当しますが、本市では該当する起債を発行してお

りませんので数値は計上されません。 

 歳入額（３）は、歳出額（１）同様、平成２５年度の公営企業決算状況調査の歳出決算額

１２億４,９９０万７,０００円が計上されます。 

 繰越明許費繰越額（４）、これにつきましては、翌年度に繰り越すべき財源を計上するもので

ございますが、平成２５年度は該当するものがないので計上されておりません。 

 資金不足額・剰余額（５）、これは計算式のとおり、歳出額に算入地方債を加えたものから、

歳入額より繰越明許費繰越額を差し引いて得た数値を控除して算出をされます。本市の場合は

（２）と（４）がございませんので、結果として、剰余金マイナス１５万２,０００円がそのま

ま計上されております。 

 次に、事業の規模（６）でございますが、営業収益に相当する収入の額から、受託工事収益に

相当する収入の額を控除した数値が計上されます。下水道事業特別会計では、使用料等の３億

１,６８８万５,０００円が計上されます。このことから資金不足は生じないため、資金不足比率

欄はハイフンで表示しております。 

 あと、農業集落排水事業特別会計以降の特別会計についても同じような考え方でございます。 

 なお、早期健全化基準は、施行令第１９条により２０％となっております。 

 以上、説明をいたしましたとおり、本市の各健全化判断比率及び資金不足比率については、財

政再生基準はもとより、早期健全化基準ともに正常値の範囲となっております。また、各基準に

照らしましても、現時点においては比較的健全な状態に位置していると見られます。しかしなが

ら、依存財源に頼っている本市の状況は変わりませんので、今後も財政の健全化に向けて引き続

き努力をしていくということが大切と考えております。 

 なお、監査委員の意見につきましては、別冊うきは市財政健全化審査意見書及びうきは市公営

企業会計経営健全化審査意見書に記載のとおりでございます。 
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 以上で説明を終わります。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） いわゆる法律ができたのが、地方公共団体の財政の健全化に関

する法律、これ、平成１９年にできているわけでございます。北海道の夕張が破綻したのは、こ

の後だったと思いますけれども、北海道の夕張の破綻がわかってあったらお願いしたいと思いま

す。 

 というのも、私どもは２３年度に北海道の夕張に行ってまいりました。ここの破綻の原因は、

年度末に一般会計から繰り入れをしとって、貸し付けをやっとって、そして、新年度になって予

算の中からその貸付金を返還するというような、いわゆる自転車操業をやっとったわけですね。

したがって、大変な赤字が膨らんでいって破綻という状況に追い込まれたわけでございますが、

この３ページで公営企業会計に係る資金不足比率というのが出てあります、２５年度。この計算

書式でいきますと、これはもう、絶対に健全財政になるわけですよ。というのが、これには、歳

入の中には一般会計からの繰入金が入っているわけですよ。だから、足らない分は一般会計から

補ってありますからね、絶対赤字にならないということなんですよ。 

 例えば、下水道事業特別会計、歳入額が１２億４,９９０万７,０００円ですが、この中で実際

に使用料とか負担金でいただくのは３億３,７１９万６,０００円ですから、歳入額のわずか

２６.９５％ですよ。皆さん方からもらっているのは、わずか２７％しかないんですよ。したが

って、６億何ぼという借金払いもできないから、一般会計から、２５年度の場合で６億

４,５００万円繰り入れしているでしょう。だから、足らない分は繰り入れしているから、資金

不足にはならないわけですよ。 

 それから、下の農業集落排水事業も同じことです。歳入額２,７８７万５,０００円ですけども、

皆さん方からいただく使用料というのは、わずかに４９６万６,０００円でしょう。つまり

２０％しか収入はないんですよ。そして、歳出額は、そこに出てありますように２,４８３万円

の歳出をやっているわけですよ。だからこれも足らないから、一般会計から２,１００万円とい

うとてつもない金額を繰り入れして、いわゆる帳尻が合わされているという実態であるわけです

ね。 

 したがって、このものだけでは、これは１９年に法律ができてありますけども、その後に私は

夕張が倒産したと思っておりますけれども、先ほどの話では、夕張が倒産してからこういう法律

ができたということですが、夕張の倒産した後にこの法律ができたんじゃないんですよ。夕張倒

産前にできた法律でありますから、このような資金繰り、あるいは資金不足の比率が出てきてる

という実態でありますが、これについて何か答弁があったらお願いしたいと思います。 
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○議長（岩佐 達郎君） 財政課長。 

○財政課長（大熊 孝則君） まず、１点目の夕張の破綻ということでございますが、私のほうで

把握しておりますのが、２００６年に財政破綻が発覚したということで理解しておるところでご

ざいます。翌年度に、その自治体財政健全化法が公布をされたということでございます。 

 その原因が繰入充用、いわゆる翌年度の予算を、また不足分に繰り入れて、いわゆる自転車操

業でしのいできたというようなことで、こういうふうな事態になったということかと思います。 

 一般会計と特別会計の関係の御指摘でございますが、これにつきましては、昨年度も同じよう

な御指摘をいただいたかと思います。一般会計から特別会計のほうに不足分を繰り入れていると

いうことで、赤字にならないのは当然じゃないかということでございますけども、一般会計から

特別会計のほうに繰り入れをしております総額、その分と一般会計の実質収支額を比較いたしま

すと、一般会計の実質収支額、いわゆる黒字額のほうが金額的に多うございますので、全体で見

た場合には健全ということで、国が示した指標でもそういうことで、健全ということでこういう

ふうな結果が出ておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。７番、江藤議員。 

○議員（７番 江藤 芳光君） １点のみお尋ねをしたいと思います。 

 前年度の比較の中で将来負担比率、これも大きな許容の中にありまして、特に数字を心配する

ことはないんでしょうが、昨年度の決算が３７.１％から２１.１％に数字上大きく下がっており

ます。この要因について御説明をお願いしたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 財政課長。 

○財政課長（大熊 孝則君） 健全化判断比率の推移ということで、２４年度から２５年度にかけ

て下がってきておるということで、これにつきましても、昨年度同様の御質問をいただいたかと

思います。 

 その中で簡単に申し上げますと、起債残高が減って基金がふえたというようなことを申し上げ

まして、それは当然じゃないかということでございましたけども、経年を見てみますと、実質公

債費比率で平成２２年度がちょうど一番高い状況でございまして、その後は２３、２４、２５に

かけて下がってきておるというような状況でございます。それから、将来負担比率につきまして

も、平成２１年度が１０２.５％ということでございましたけども、それからすれば随分好転を

してきておるというような状況でございます。 

 こういうことで、健全化判断比率についてはかなり好転をしておるわけでございますけども、

財政力指数のほうがなかなか好転をしないということで、これにつきましても、収入額の伸びに

比べて基準財政需要額のほうが年々ふえてきておるというようなことで、財政力指数が好転をし
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てきていないということかと思っております。また、具体的な対応策等につきましては、一般質

問等でお答えする機会もあるかと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（岩佐 達郎君） １１番、櫛川議員。 

○議員（１１番 櫛川 正男君） 議案書２ページの健全化判断比率の状況の中で、ハイフン表示

は理解できますけれども、このハイフン表示の数字がわかっておりましたらお願いしたいと思い

ます。 

○議長（岩佐 達郎君） 財政課長。 

○財政課長（大熊 孝則君） ハイフンにつきましては、赤字になった場合に、その赤字額を分母

で割るということでございますので、赤字にならなければ割る必要がないということで、ハイフ

ンという表示でございます。ですから、パーセンテージは出てきません。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 以上で報告第６号の報告を終わります。 

 それではここで暫時休憩にしたいと思います。１０時４５分から再開します。 

午前10時27分休憩 

        

午前10時42分再開 

○議長（岩佐 達郎君） 皆さんおそろいですので、休憩前に引き続き会議を再開します。 

────────────・────・──────────── 

  日程第１０．報告第７号 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第１０、報告第７号うきはの里株式会社の経営状況についてを議題

とします。 

 説明を求めます。企画課長。 

○企画課長（重松 邦英君） うきはの里株式会社の経営状況につきまして御説明させていただき

ます。議案書の朗読は省略させていただきます。 

 配付資料、さきに提出をさせていただいておりました平成２６年６月２３日開催のうきはの里

株式会社第１６期定時株主総会の議案書抜粋版に基づきまして、経営状況につきまして御報告を

させていただきます。内容につきましては、経営状況の要点のみの説明とさせていただきます。 

 第１６期定時株主総会議案書の３ページをお開きください。 

 今回御報告いたします第１６期は、平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までが対象

期間となります。 
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 １、事業の概要です。 

 果樹につきましては、天候に恵まれ、桃や梨、ブドウ、柿、生産者の会は売上目標を達成して

おります。反面、切り花などは低迷しております。この原因といたしましては、特に山間部にお

いて水害後の作付がまだできていないということや、生産者の高齢化による出荷者の減少などで

ございます。 

 平成２５年７月には、九州北部豪雨復興支援のための募金イベントを実施しております。これ

は、レジ通過者１人当たり１００円を会社が拠出するとともに、出荷組合におけるイベントから

の募金で、合わせまして約９９万５,０００円を集めております。こちらは、うきは市山村地域

保存会のほうに寄附をさせていただいているところです。 

 ２、実績推移です。 

 総売上金額は７億８,３３０万１,０００円となっております。その右側２列飛ばして見ていた

だきますと、前年比９８％、金額でいきますと１,４５０万円ほど売り上げが下がっているとこ

ろでございます。 

 次の行です。売上総利益といたしまして１億４,５０３万６,０００円です。これは先ほどの総

売上金額から、後ほど御説明します仕入れなどに係る売上原価を差し引いたものとなっておりま

す。 

 その下の行は経費で、販売費及び一般管理費が１億２,５９４万３,０００円で、この経費を上

の欄の売上総利益から差し引きますと、下の欄の営業利益１,９０９万３,０００円となります。

参考までに、前年度の営業利益は６２９万１,０００円ですので、前年比しますと３０３％とな

っているところです。 

 次に、預金利息などの営業外収益を加えて、その次の営業外費用を差し引きますと、経常利益

が１,９５６万７,０００円となります。そして特別利益を加え、特別損失―これは、うきは

市への寄附なども含んでおりますが、８１０万円を差し引きますと、当期の利益１,１４７万

１,０００円となるところでございます。前年比１６０％となっております。 

 その下の欄は、利用者の延べ人数を記載させていただいております。 

 ４ページをお願いいたします。 

 株式の状況でございます。１株が５万円でございます。 

 次、続きまして５ページをお願いいたします。 

 ５ページ、役員会などの開催状況でございます。列記させていただいております。説明は省略

させていただきます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 従業員の調書でございます。こちらもごらんのとおりとなっております。説明は省略させてい
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ただきます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 こちらは、平成２５年度の事業の実施状況ということで記載させていただいております。中に

は例年継続して行っている事柄と、改善を加え実施した事柄の両者が記載されているところです。

こちらにつきましても、説明のほうは省略させていただきます。ごらんいただければと思います。 

 続きまして、決算報告書に入ります。９ページのほうをお開きください。 

 貸借対照表となっております。平成２６年３月３１日現在の財務状況をあらわすものです。 

 まず左側、資産の部でございます。流動資産としまして、全体で２億４,５３５万９,４４２円

です。内訳はその下に記載しておりますが、現金及び預金、売掛金などでございます。 

 次に、表の中ほど、固定資産です。金額が１,６０７万１,７４０円です。これにつきましては、

建物、構築物などでございます。前期と比べますと、主に什器備品が大きく減少しております。

これは、平成２５年度に供用を開始しましたＰＯＳターミナル―バーコード印字機などの減

価償却が進んでいるもので、資産価値が減少したためとなっております。 

 一番下の欄、資産の合計は２億６,１６４万１,１８２円です。 

 次に、表の右の欄、負債の部でございます。流動負債ということで、全体で４,１８２万

７,１９０円です。内訳は買掛金、未払金、そのほかでございます。 

 次に、固定負債でございます。全体で５１２万６,４４２円です。負債の部の合計は

４,６９５万３,６３２円です。 

 続きまして、純資産の部です。表の中ほどは後ほど説明しますので省略させていただきまして、

純資産の一番下の欄でございますが、繰越利益剰余金でございます。１,１６８万７,５５０円で

す。前年度が１,１０６万７,４００円ですので、比較しますと６２万１５０円ほどの増加となっ

ております。 

 下の欄、負債・純資産合計と、左の先ほどの資産の部の金額は同じ金額となっております。 

 続きまして、１０ページをお開きください。 

 損益計算書でございます。これは、１年間の収益と費用の状態をあらわす財務諸表となってお

ります。ここに記載しております数字は、３ページで御説明申し上げました業務報告書の数字の

具体的な説明に当たるものでございます。右の欄に純売上高の合計が７億８,３３０万５２６円、

その純売上高から下の段の売上原価の６億３,８２６万４,７３０円を引いたのが、そこの売上総

利益ということでございます。 

 次に、販売費及び一般管理費です。１億２,５９４万３,０２３円です。内容につきましては、

次のページに記載をさせていただいてるところです。最終的に表の一番下の欄でございますが、

当期純利益が７６２万１５０円となるところでございます。前期が５６４万８,１９９円でした
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ので、比較しますと１９７万１,９５１円の増加となっております。 

 なお、この当期純利益額というものは、９ページ、貸借対照表での記載はありませんが、後ほ

ど詳しく説明をさせていただきます１４ページに株主資本等変動計算書というものがございまし

て、１４ページ、ちょっと開いていただければと思います。１４ページの表の上から３段目ぐら

い、左右中央ぐらいに書かれております繰越利益剰余金の当期変動額の中の当期純利益（損失）

と記載されております、ここの数字に当たるものでございます。ここにつきましては、例年何度

か質問をいただいておりますので、後ほど詳しく御説明申し上げたいと思います。 

 ページ戻っていただきまして、１１ページをお願いいたします。 

 こちらが先ほど総額を御説明いたしました販売費及び一般管理費の詳細の一覧となっておりま

す。説明のほうは省略させていただきます。 

 続きまして、１２ページと１３ページです。字が例年細かくて申しわけございません。 

 この表は、先ほど１０ページで御説明しました損益計算書、この月別の内訳と、前年対比の一

覧表となっております。損益計算書の詳細を示す書類ということでつけさせていただいていると

ころでございます。説明につきましては省略させていただきます。 

 先ほどの１４ページのほうをお開きください。 

 株主資本変動計算書でございます。先ほど９ページの貸借対照表の純資産の部における変動額

のうち、主として株主資本の各項目の変動事由を把握するために作成されるものでありまして、

これは会社法に基づき作成される財務諸表となっております。 

 まず、当期末の残高ということで、表の一番下の欄でございますが、左側、資本金が１億円と

記載がございます。これは前年度と同額となっております。その隣、利益準備金としまして

２,５００万円、これは商法の規定によって、資本金の４分の１を株式会社が積み立てていかな

ければならないとなっているものでございます。額につきましては昨年と同様です。 

 表のちょうど中央、真ん中ほどに７６２万１５０円という記載がございます。これについて説

明します。 

 これが、先ほど１０ページの損益計算書で説明しました当期純利益額となっております。この

当期変動額のその他としまして、その下ですかね、５００万円を左側の別途積立金ということで

積み立てをしております。さらに２００万円を株主への配当として出しております。合計、表の

繰越利益剰余金その他というところで、合計の７００万円を減額しているというところでござい

ます。なかなかわかりづらいかと思いますが、ちょっと整理しますと、簡単に申し上げますと、

当期純利益金額７６２万１５０円から、積立金の５００万円と配当金の２００万円の合計

７００万円を差し引きまして、残りました６２万１５０円を当期首残高の１,１０６万

７,４００円に加えまして、表の下ですね、当期末の残高が１,１６８万７,５５０円となるもの
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でございます。これが繰越利益剰余金となりまして、済みません、９ページのほうをお開きくだ

さい。 

 ９ページの下から３段目、貸借対照表の右側、下から数えまして３段目の額、ここの繰越利益

剰余金の金額となるものでございます。ちょっとわかりづらかったかもしれませんが、そのよう

な計算となっております。 

 説明を続けさせてもらいます。 

 次に、１５ページのほうをお開きください。 

 個別注記表ということで、会社の会計方法などについて記載しておるものです。下から３行目

あたりに、１株当たりの配当金が前年同様の２％、１,０００円と決定したことが記載されてお

ります。 

 １６ページをお開きください。 

 平成２６年６月１２日に行われました監査の結果及び取締役名などが記載されております。 

 続きまして、１８ページをお願いいたします。 

 第１号議案といたしまして、配当金を昨年同様の２％１,０００円とすること、また、別途積

立金が５００万円とすることが議案として提出され、決定されております。別途積立額は、昨年

と同じ金額となっております。 

 ここまでが平成２５年度の経営状況の報告となります。 

 なお、２０ページ以降が平成２６年度の事業計画（案）となっております。説明は省略させて

いただきます。 

 以上をもちまして、地方自治法２４３条の３第２項で定められております経営状況の報告を終

わります。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。７番、江藤議員。 

○議員（７番 江藤 芳光君） それじゃあ、２点ほど―わかりやすい説明でございましたけど

も。 

 １点目は、経営の状況が冒頭に説明がありました。一昨年の災害から徐々に経営が戻りつつあ

る、また好感が持てるような状況にあっております。 

 １点お尋ねしたいのは、今後の見通しですね。道の駅というのが、かなり国交省の施策であり

ますが飽和状態になって、大牟田の例等も報道でもなされております。今後の見通しがどうなの

か、経営のですね。それから、切磋琢磨するＪＡの耳納の里、こういう関係の中でそれぞれ

―ＪＡのことはここじゃ申し上げられないでしょうけど、総じて２つの、うきはを代表する

ような物産の販売、こういうものをどういうふうに経営を見通されているのかという話がもしご
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ざいましたら、この場でお聞かせいただきたいと思います。 

 もう１点は、今、バランスシートと損益計算書のわかりやすい説明がありました。いつも気に

なっているのが、このバランスシートの、いわゆる繰越利益剰余金ですね。バランスシートでい

きますと、先ほど説明がありました純資産の部の下から３つ目の１,１６８万７,５５０円ですか。

それと次のページの、１０ページの損益計算書の、これも下から３行目の１,１４７万

１,０５０円、これが、企業会計が一致すべきものと認識をしておりますが、いつも違いますが、

これは私の―ここ、表現されてないということなのか、その辺がちょっとわかりませんもん

ですから、詳しい説明であれば後日で結構ですけども、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 企画課長。 

○企画課長（重松 邦英君） ２点、御質問をいただきました。 

 まず１点目でございます。今後の道の駅の経営状況、同市内にありますＪＡ耳納の里、こうい

ったもののことに関してでございます。 

 ＪＡ耳納の里様のことにつきましては、ちょっと私のほうではわかりかねますので、道の駅う

きはのことに関して御説明申し上げますと、説明させていただきましたとおり、売り上げ自体は

下がっております。これにつきましては、経営陣につきましても問題意識を持って取り組んでい

るところでございます。一番ベターな形としましては、売り上げも上がり利益も上がるというと

ころを目指しておりますので、２６年度事業計画のほうにも少し出てくるんですけれども、売り

上げを上げるための策として、今、会社のほうとしてもいろいろ検討しながら、また一部実施を

しております。 

 例えばでございますが、集客をやはり図りたい、知名度を上げたいということがございまして、

１つは、ＳＮＳ―ソーシャルネットワークサービスを使った広報活動を、今、熱心に取り組

んでいるところでございます。見ていただいている議員様もいらっしゃるかとは思いますが、フ

ェイスブックのほうで、不定期ではございますが、結構週に一、二回、こういった試食会をしま

すとか、こういったイベントをしますとか、こういったものが今、旬ですよとか、そういったこ

とを情報発信をしていただいております。市役所の職員を初め、こういったものを応援するとい

うことで、この広報ツールをみんなで共有して市内外の方に広げているところでございます。 

 こういった、要は販売戦略ですね。販売戦略をやはり練っていく必要があろうということで、

実は７月から月に１回ぐらい市役所の職員―例えば私とかになるんですけれども、と先方の

経営陣のほうと、前の１カ月がどうだったと。その反省点を踏まえて、次の１カ月、こういうこ

とをしてみてはどうかというところを打ち合わせをするように、月に１回やるように取り組んで

いるところでございます。 
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 ２点目につきましては、よろしいですか、後ほど回答ということにさせていただきます。申し

わけありません。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） ７番、江藤議員。 

○議員（７番 江藤 芳光君） ありがとうございました。 

 それで、道の駅を、時たま顔出すと大盛況でございます。それで、今、土地の問題が解決して、

駐車場拡張の話がございます。この辺が具体的にどうなっていこうとするのか、表現がこの場で

わかりやすくお話しいただければというふうに思うんですが。 

 それからもう一つは、過去にこの議会でも何回も出ました出荷組合等とのごたごた、こういう

問題については解消しているのかどうか、この２点についてお伺いしたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 企画課長。 

○企画課長（重松 邦英君） ２点いただきました。 

 済みません、先ほど私、国交省の取り組みの話を少し御説明申し上げるのを失念しておりまし

たので、１番目の土地の拡張の話と合わせて御回答させていただきたいと思います。 

 御存じのとおり、今、国交省様のほうが、報道にもございますように、全国の道の駅の、何と

いいますか、機能強化といいますか、そういったことを概算要求の中とかにも挙げてございます。

御存じのとおりオープンから十数年たっておりまして、施設の老朽化とか機能が追いついていな

いところ等もございますので、そういう意味で改修とか、そういったものが必要な時期にはなっ

ております。これとあわせまして、先ほど御指摘のありました土地の問題が解決しておりますの

で、その辺も踏まえて、まさにこれから、そういった国交省様の施策の方向とあわせながら、う

きはの里についても検討を進めていくべきよい時期になっているのかなというふうに考えており

ます。 

 現時点で具体的にどういうふうにするかということは、決定はしておりませんが、まさに御指

摘のとおり、見直そう、見直しというか、今後のことについて検討しようということは執行部の

ほうでも考えておりますので、また報告できる機会になりましたら報告したいとは思っておりま

す。そういう状況でございます。 

 ２点目ですね。私も聞いております。以前から出荷組合様と経営陣のほうですかね、ごたごた

があっていたかのような話を聞いております。また、議事録のほうでも聞いております。ことし

４月からの状況ではございますが、ほとんど最近は、市役所のほうに入ってくるような大きなご

たごたというのはあっておりません。これは報告がないわけではございませんで、幾つかお話は

聞いているんですけれども、前に比べると、かなりの安定化といいますか、お互いが仲よく同じ

目的に向かって取り組んでいるということを経営陣のほうから聞いております。 
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 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） １０番、諌山議員。 

○議員（１０番 諌山 茂樹君） 具体的な提言につきましては、一般質問でまたいろいろと述べ

させていただきたいと思います。 

 平成２５年の売上総額ですけれども、２４年、２５年、これはやっぱり災害が響いたんじゃな

いかということで、それ以外にも何か原因があるかもしれませんけれども、若干売り上げが落ち

ております。２５年が約７億８,０００万円と。耳納の里が、ＪＡ業務の報告書によりますと

９億５００万円であります。経常利益を見てみますと、うきはの里が１,９５６万円と、耳納の

里は１,３８７万円ということであります。もちろん売り上げが上がって利益が上がるというの

が一番ベストでありますけれども、売り上げは伸び悩んでおるけれども、大変企業努力をされて

いるというのを私は評価したい。企業の重要な評価ポイントというのは、やっぱり営業利益であ

りますので、営業利益をこれだけ伸ばしたということを私は評価したいなというふうに思ってお

ります。 

 それから、次に質問して、ここでわからなきゃ結構ですけれども、うきはの里に当初から指定

管理料というのを払ってると思うんですよね。その指定管理料金はどのような推移になっている

のか。今、恐らくゼロになってるのかなというふうに思っておりますので、それをお聞きしたい

ということと。 

 出荷者の各部会に報償費というのを設けているようです。その報償費に関してどういう用途に

使われているのか。大体どのくらいやって、どういう狙いでそういう報償費を設けているのか、

そのことをお聞きしたい。 

○議長（岩佐 達郎君） 企画課長。 

○企画課長（重松 邦英君） 評価いただいてるということで、ありがとうございます。 

 御質問の点ですね、２点、指定管理料を支払っていると思うが、今現在はゼロなのかというこ

とでございますが、今現在は、指定管理料はゼロということです。済みません、当初は、金額は

わかりませんが支払っていたということでございます。 

 ２点目ですね、出荷組合様に対する報償費ということでございます。こちらは、まず、この目

的は、出荷組合様方で頑張って、よい果樹をつくってもらったりとか製品をつくってもらったり

ということを、士気の向上ということを目的にこういった報償費というものを設けてございます。

これはどういう仕組みになってるかと言いますと、毎年度、その年度年度の目標の売上高という

のを協議の中で決めているようでございます。その基本的な決め方としては、例えば、桃の部会

でございましたら、それぞれの部会共通のルールなんですけれども、過去３年間の実際の売り上

げの実績、これを平均化します。この平均化した金額に対して５％増しぐらいの目標を掲げてお
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ります。この掲げた目標に対して、１００％達成できたのか、８０％―８０点なのか、その

辺の目標に応じてその報償費というものを各部会とか個人の農園様とかにお支払いをするという

ふうにしておるそうです。その使い方につきましては、特に縛りというのは大きくございません

で、要は活性化に使ってくださいということで、会社のほうから報償費というものを支払ってい

るというふうな仕組みでございます。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） １０番、諌山議員。 

○議員（１０番 諌山 茂樹君） 恐らく個人には渡してないと思うんですけどね。 

 それからもう一つだけですけれども、御存じのようにうきは市は、来年で節目の１０周年を迎

えるということでございます。現在、社長を初め、役員の方々、取締役ですね、経営陣も優秀な

人材が―２人が常勤ですか、５人は非常勤というような方々もおられます。この節目と合併

１０周年、このときを機会に、うきは市からうきはの里への大幅な権限移譲、これをそろそろや

るべきじゃないだろうかというふうに思っております。 

 行政経営の効率性とか生産性を高める活性化を図る目的で採用されております、市長がよく申

し上げますＮＰＭ―ニューパブリックマネジメント、これにも共通の５つの項目がございま

すが、その中の１つには、権限を大幅に移譲して、そして経営企画部門、これは経営企画のほう

に専念していただくと。そして実践部隊に権限を大幅に移譲するというのが基本でありますので、

そして大株主であります副市長がちゃんとした取締役で、ちゃんと出席しておりますので、もち

ろん財産はうきは市のものでございますので、好き勝手にやってもらっちゃ困りますけれども、

大幅な権限移譲をそろそろ考えていただく時期に来てるんじゃないだろうかということを市長に

お聞きしたいんですが、答弁いただきたい。 

○議長（岩佐 達郎君） 市長、答弁。 

○市長（髙木 典雄君） 今、うきはの里株式会社へもっともっと権限を移譲したらどうかという

ようなお話でした。 

 基本的には、副市長が取締役で入ってますけれども、会社の経営そのものについては、ほとん

ど市のほうからいろいろ関与することは、今、やっておりません。むしろ公設民営でやってます

ので、その敷地であったり建物の所有というのは、市役所の財産でありますので、そういう施設

面については、私どももいろんな法的な手続とかそういう話もありますので、そういう面でこの

会社のほうにいろいろ指導することはありますけれども、経営そのものについては、そんなに

我々が口を挟んでいることはないと、このように思っております。 

○議長（岩佐 達郎君） １０番、諌山議員。 

○議員（１０番 諌山 茂樹君） 大体わかりました。もちろん人事権とか、そういうのもかなり
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お任せしていただいてるわけでしょうね。この辺どうなのかなと思って。それとか将来の―

経営はもういいですけれども、そういう権限を。 

○議長（岩佐 達郎君） 市長。 

○市長（髙木 典雄君） 会社経営については、もう、ほとんど口出しをしてないといいますけれ

ども、基本的にうきは市が大きな株主であります。その代表として副市長が取締役で参画してま

すので、大きな、経営状況が非常におかしくなったり、いろんなことがあったときには、筆頭株

主として、それはきちんとした対応は必要だと、このように思っております。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。４番、中野議員。 

○議員（４番 中野 義信君） 許可をいただきましたので質問させていただきます。 

 私、ちょうどＪＡの関係もありますもんですから、以前には取締役会とか出させていただきま

したこともありました。この内容を見てみますと、売り上げは若干落ちておるけれども営業利益

はちゃんと確保しておるということで、経営体としては、これは立派であるというふうに私は思

います。 

 それで、今、諌山議員のほうから出ておりましたように、経営的に何か問題があれば議会のほ

うでいろいろ言わにゃならんと思いますけれども、経営的にある程度ぴしゃっといければ、やっ

ぱり取締役会が主体だというふうに私は思いますので、そこら辺のところを履き違えないように

しておっていただきたいなというふうに思います。 

 売り上げにつきましては、これはそのときの状況とかいろいろあるわけですけども、１つは、

外部的なＰＲのことを言われておりますけども、これも非常に大事だというふうには思います。

私はむしろ、耳納の里と、この道の駅とが一緒になって、福岡あたりとか都市周辺の方を、一緒

になってうきはに来てもらう、呼び込むようなことを考えたらどうかというのを、ずっと今まで

農協のほうにも申し上げてきました。 

 それとあと、売り上げを伸ばすには出荷者の理解ですね。出荷をしてもらわんことには話にな

らんわけですから、だから、そこら辺の出荷者との理解を深めるようなことが大事じゃないかな

というふうに思います。少しでも今後売り上げを伸ばしていただきたいと思いますけれども。 

 耳納の里の場合が、平成１６年４月に―ちょっと私も当時おりましたから、オープンをい

たしました。平成２１年ですか、２２年かな、若干前年よりかは売り上げが落ちました。そこで

いろいろやり方はあるわけですけども、２３年に一部狭いということで、今後を見通して改装を

いたしまして、２３年から２４、２５ですから、その改装の結果が今、出ておるんじゃないかな

というふうに思います。 

 ですから、現場の方がどげん思いよるか、私もわかりませんけれども、店というのはある程度

な時期に改修はやっていかんと、なかなかマンネリ化しますので、そこら辺のところを今後考え
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てあるのか。売り上げを伸ばすためにそういったことを取締役会の中で出てきておるのかですね。

ですから、私は取締役会の意見とか、出荷協議会ですか、出荷者協議会ですか、それあたりでの

意見が大事だろうと思いますので、そこら辺のところのよく話し合いをしていただきますように

お願いします。参考に、取締役会とか出荷協議会での御意見等が幾つか発表できるならばお尋ね

したいなというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 企画課長。 

○企画課長（重松 邦英君） お褒めの声をいただいたこと、あと、アドバイスをいただきました

こと、ありがとうございます。このあたりにつきましては御意見を―議事録もできますが、

経営陣のほうがしっかり受けとめるようにしたいと思います。 

 御質問いただいた点ですね、リニューアル、改装、こういったものをすると売り上げにも貢献

できるよということで、こういったことが、今、議論の場に上がっているかということでござい

ます。 

 出荷組合の総会のほうでは、個別具体的に改装をしてほしいとか、そういった議論は、今年度

はなかったように記憶しておりますが、御指摘の取締役会ですね。ここで、経営全般にかかわる

こともさることながら、売り場ですね、一般質問のほうにも出てくるかとは思うんですけれども、

白いテントの話とかも含めて、売り場の話というのは議論の中に出てきております。ですので、

そういった経営陣のほうも意識を持っておりますので、議論の中に出てきているということを御

報告申し上げたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかに。９番、伊藤議員。 

○議員（９番 伊藤 善康君） ２点ほどお尋ねしますが、以前、道の駅の出荷手数料というかな、

出荷者が払いよる。これの検討をしてくれというお願いをしとりましたが、やっぱり高いという

ことで、何というかな。もうちょっとどうかならんやろうかちいうことは出荷者が言いよるとで

すよね。それでお願いしとりました、それは。どうなったのか。 

 それと、７ページ、④のところですね。道の駅直売所間の交流、これも成果として多少できま

したという表現になっていますが、これ、多少できましたじゃあ、ちょっと私のほうでは理解し

きりません。どの程度、何ができたのかを教えていただきたいと思います。 

 それと、下の４番。従業員について、去年やったか、挨拶いっちょせんと。お客さんが入って

きても知らん顔して自分の仕事しよると。仕事が忙しいならそれでもいいかもしれんけど、大概

サービス業というと、いらっしゃいませは必ず言います。それで、そういった従業員教育をお願

いしとりました。それは４番目、この従業員研修が書いてありますが、その中で行われておるの

か。 
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 以上、その点をお願いします。 

○議長（岩佐 達郎君） 企画課長。 

○企画課長（重松 邦英君） ３点ほど御質問いただきました。 

 済みません、１点目の手数料の件は、後ほど後半に回答させていただきます。 

 まず２点目の、７ページの道の駅間交流の御質問でございます。 

 これにつきましては、具体的に申し上げますと、道の駅うきはのほうで品薄となる時期や、も

ともと、うきは市内で生産自体がほとんどされていないもの、特に野菜類が多いと聞いておりま

す。そういったものを、市内から品物がそろわない時期に、例えば、鹿児島の道の駅おおすみと

か、そういったところから品物を補う形として交流、要は物の仕入れというか、品ぞろえをさせ

ていただいてるというところでございます。昨年度、２５年度は数百万円ですね、その道の駅間

の交流で販売売り上げというのが上がっておるところでございます。これにつきましては、あく

までも市内の農産物を売ることがメーンですので、要は、そういった品がそろわないときとか、

そろわないものに関して交流をやっているというところでございます。 

 次に、こちらは昨年も私、議事録のほうを見せていただきましたら、挨拶の件、御指摘をいた

だいてたかと思います。こちらについては、月に１回ミーティング、月初めに行って、午後７時

からそういったことについて指導を行っているということと。 

 もう一つは、先ほど御指摘がありました研修会、具体的には、例年６月ぐらいに久留米の道の

駅と合同で、場所は久留米のほうで、こういったビジネスに関するセミナーを開催されておりま

して、うきはのほうからは３名参加をさせているというところでございます。さらには、商工会

様が開催されます年に２回ある研修会、こちらにも各２名ずつ参加させて、そういった礼儀とか

マナーというものを身につけさせる努力をしているということを聞いております。 

○議長（岩佐 達郎君） 市長公室長。 

○市長公室長（高木 勲美君） 手数料についての御質問でございます。私が当時、企画課でおり

ましたときに御指摘をいただいた流れが１つあると思います。 

 手数料につきましては、議会の中で伊藤議員のほうから先ほど申されたような内容で御指摘を

いただきました。その後、取締役会にもかけまして、そういう指摘があるということで協議をし

てまいりました。しかしながら、今後、手数料を下げることはたやすいけれども、もし経営が厳

しくなったときに上げるということは非常に難しくなると。それから、近隣のそういう道の駅と

か、そういう類似団体の状況を見ても、決して道の駅が高いということはないということで、取

締役会のほうで、現状のままでいくという結論が出ておったところでございます。 

 その後、さきの１２月議会の消費税絡みの手数料の改正、また、３月においても道の駅だけ近

隣の耳納の里、また近隣のそういう道の駅の手数料の正式な数字が決まったということで、そこ
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にあわせて今回３月議会で手数料の表示をしてきたところでございます。その金額率については、

一律耳納の里、それから久留米の道の駅とあわせておるということで、その折に説明させていた

だいたところでございます。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） ９番、伊藤議員。 

○議員（９番 伊藤 善康君） 交流ですね、先ほどお尋ねした。何もこっちに持ってくるばっか

りじゃないんですよ。こっちのものを向こうに、そっちを聞きたいとですよ。確かにない野菜と

かは向こうから出してもろうていいけど、こっち、果物はいっぱいですね。果物がないところは

かなりあると思いますが、そういう方向に売り込みというかな、場所借りても。そっちのほうは

やってますか。 

○議長（岩佐 達郎君） 企画課長。 

○企画課長（重松 邦英君） 実は、それはすごくやってございまして、ブドウとか果樹を中心に、

九州管内の他の道の駅様のほうにかなりの量をお出ししているというところは聞いております。

具体的に今年度も８月でしたか。先月、鹿児島の道の駅おおすみと、もう１カ所ですね、こちら

のほうから実際、車に商品を積んで２日間、展示即売会じゃないですけれども、そういった場所

を借りての売り込みというのをやっております。 

 そういったイベントのほかにも定期的に商品をお出しして、他の道の駅様の売り場に並べて実

際に売っていただいております。今年度も、それは引き続きやっていく予定になっております。 

○議長（岩佐 達郎君） ９番、伊藤議員。 

○議員（９番 伊藤 善康君） ぜひとも２６年の目標、活動か、あれにも掲げてありますように、

多少できましたじゃなくて、大いにやっていただきたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 企画課長。 

○企画課長（重松 邦英君） 承知いたしました。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。１１番、櫛川議員。 

○議員（１１番 櫛川 正男君） 道の駅、鮮魚が少ないということで、五島のほうから週に一、

二回来られてますよね。あれは、たしか僕も何回か利用させていただいたんですけれども、物産

館のレジを通さないんですよね、あれは。あれは、手数料か何かが入ってくるのか。それと、あ

れ自体、売り上げは伸びているのかどうかですね、その辺がわかっておりましたらお尋ねをいた

します。 

 それと、何ですか、物産館の売り場の中のトイレを改修してなくすということやったですよね。

あれはどうなったのか、その辺お願いします。 

○議長（岩佐 達郎君） 企画課長。 
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○企画課長（重松 邦英君） ２点、御質問いただきました。 

 １点目はちょっと調べた後に回答ということで、２点目ですね、物産館の中のトイレをなくす

というお話ですが、これは実際、実施しております。もともとああいった場所に衛生面でもイ

メージが悪いという御指摘をいただいておりまして、今年度に工事を行いまして、今、見ていた

だければ、もう、トイレは撤収しまして、その部分的に改修のほうは完了をしております。 

 五島の鮮魚の件でございます。 

 レジを通していないということでございますが、あの件につきましては、場所を貸していると

いうことで、その場所代というものの収入をいただいているというところでございます。ですの

で、場所代は一定の金額をいただいているというところでございます。ですので、収入としては、

特に伸びというものはございません。 

 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） １１番、櫛川議員。 

○議員（１１番 櫛川 正男君） じゃあ、五島のほうから来ている鮮魚店さんの売り上げそのも

のが伸びているかどうかというのは、全くわからないということですね。 

 それと、場所代をいただいておると。この場所代はどこで入ってくるんですかね。賃貸料収入、

この中に入ってくるんですか。 

○議長（岩佐 達郎君） 企画課長。 

○企画課長（重松 邦英君） 収入としましては、雑収入ということで科目のほうに入ってきてお

ります。 

 先ほどの五島の場所代ではなくて販売額自体が伸びているのかどうかという御質問でしたが、

これ自体は、若干ですね、２５年度は数万円下がっているようです。済みません、ちょっと具体

的な数字は控えさせていただきますが、数万円減ってはいるようです。 

○議長（岩佐 達郎君） １１番、櫛川議員。 

○議員（１１番 櫛川 正男君） それと、トイレの改修が終わったということですけれども、そ

の後どういう、あそこを活用するのか。何か食べ物は、どういう活用をするのか。 

○議長（岩佐 達郎君） 企画課長。 

○企画課長（重松 邦英君） 物産館内のトイレでございまして、もともとが衛生面的にイメージ

が悪いですよねということと、大前提として、売り場面積をふやしたらどうかというお話があっ

た結果で撤去してございますので、撤去してきれいな状態にして、売り場として、今、使わせて

いただいておるところです。使っております、はい。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。１３番、三園議員。 
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○議員（１３番 三園三次郎君） まず、道の駅というのは、この近くでは原鶴、それから久留米

にありますけども、それに類する物産館というのは、例えば三連水車の里、それから吉井町にあ

ります耳納の里、あるいは筑前町にあります、みなみの里ですか。こういうのが、道の駅ではな

いけれども、農産物販売所として活況を呈しているわけであります。 

 問題は、この道の駅というのは生産者と消費者、これの理解がないことには伸びないというこ

とになるわけなんですよ。そこでどうしても同じ市内にあります耳納の里が気になりますけれど

も、先ほど４番議員からありましたように、耳納の里というのは売り場面積が非常に広いわけな

んですよ。したがって、豊富に品物がそろってるということですから、消費者から見れば、やは

り、うきはの道の駅よりも耳納の里のほうが品物がそろってるというようなことであるわけなん

ですね。したがって、ここ何年か耳納の里に抜かれているという状況であるわけ。以前は、道の

駅のほうが売り上げが多かったけれども、この３ページにありますように、２３年から２４年に

比べますと下がっている。さらに２５年が売り上げが下がってるということでありますけれども

ね、この売り上げを伸ばすためには、消費者のニーズに合った品物をそろえるということと、そ

れから、出荷組合の協力が不可欠であるわけなんですよ。というのが、同じうきは市内にありま

すもんですから、道の駅よりも耳納の里に持っていったほうがいいというような出荷者もあるわ

けですよ。そうしますと、だんだんうきはの道の駅の出荷数が少なくなってくるということにな

りますと、ますます消費者離れが起こって売り上げが伸び悩むということになりますが、これに

ついてはどのように考えられているのかですね。 

 それから、以前はポイントカードを発行するということでございましたが、糸島にあります福

ふくの里では、やっぱりポイントカードを使ってるわけですよ。この市内でも、例えばイズミで

ポイントカードを全て、ゆめかを使いますと１.５倍ということでしょう。それから、マックス

バリュですね、これもポイントがたまるようなシステムになってるわけなんですね。したがって、

ポイントカードというのは、消費者にとっては再度行ってみようということになりますけれども、

こういうポイントカードについては、この決算の中でも出てまいってありません。モニターにつ

いては出てあるけれどもですね。そこで、こういうポイントカード等についてはどのように検討

されてるのか、ぜひお願いしたいと思うわけなんですよ。 

 それから、ページでいきますと１１ページのほうに経費が出されてあります。販売費及び一般

管理費でありますけれども、この中で１億２,５９４万３,０２３円というのが合計になってあり

ますが、この中で人件費はどれだけになってるのかですね。計算すりゃわかることでしょうけど、

恐らくそちらのほうでは集計ができておると思いますので、人件費はどの程度占めてるかどうか

ということですね。 

 それからもう一つは、先ほど１０番議員からも質問がありましたが、以前は第三セクター道の
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駅株式会社でね、業務を委託しておりましたから、指定管理料という方式をとっておったわけで

す。ところが利益が上がって、市のほうに寄附するような状態が続いてありますもんですから、

指定管理料をやめたということでありますが、じゃあ、今はどういう契約が結ばれているのかで

すよ。指定管理ということになりますと、あの道の駅を管理するための契約が結ばれてあったけ

れども、今、指定管理料を払ってないということになりますと、その使用についてはどういう契

約がなされてるのかどうか、これについて御答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 企画課長。 

○企画課長（重松 邦英君） 何点か御質問いただきました。４点、御質問を、御指摘も含めてい

ただいたかと思います。 

 消費者ニーズと出荷者組合の理解が大事であると、こちらにつきましては、おっしゃるとおり

だと考えております。例えば、耳納の里のほうに出荷者のほうが出したいというお話を議員のほ

う、聞かれてるということでございます。逆に最近は、道の駅のほうに持っていったほうが売れ

行きがよいというような出荷者様からのうれしい声もいただいているという現状がございます。

ただし、全ての方ではないと思います。御指摘のとおり、消費者のニーズ等にあわせた商品ぞろ

え、それと出荷者組合様がそれを理解した上での商品を提供いただくこと、これはもう、一番大

事なことだと思っております。経営陣のほうもこの点についてはしっかり理解をしておりますの

で、御指摘の点も踏まえて、今後も頑張っていきたいというふうに考えております。 

 ２点目でございます。ポイントカードにつきましては、御指摘いただいて、もう既にポイント

カード制というのは始めております。売り上げに応じてポイントというのを付与するような磁気

カードというものの発行を、もう既に始めているところでございます。これは昨年度よりも前に

開始していることでございます。 

 続きまして、人件費のほうは、ちょっと資料が小さくて申しわけなかったんですけれども、

１２ページですかね。１２ページのところに挙がっておりまして、１２ページの表の一番左下で

すかね。コードでいきますと９５４７販管人件費ということで約７,８００万円ほど、細かい数

字はそこに書いてあるとおりでございます。 

 ４点目でございます。指定管理料の件でございます。 

 済みません、先ほど議員様からも指定管理料の件が御指摘ございまして、平成２３年度からゼ

ロになっていますという御報告を、済みません、ここでさせていただきます。平成２２年度まで

は１８０万円、２３年度以降がゼロというふうになっているということを御報告させていただき

ます。 

 今現在はどのような契約になっているのかということでございます。２４年４月より、うきは

市総合交流ターミナル指定管理者基本協定書ということで協定を結ばせていただきまして、その
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中でいろいろとルールを取り決めて運営をしていただいているところでございます。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 三園議員、いいですか。 

○議員（１３番 三園三次郎君） はい、了解。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 以上で報告第７号の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

  日程第１１．報告第８号 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第１１、報告第８号専決処分の報告についてを議題とします。 

 説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（石井 好貴君） 議案書の５ページをお開きください。 

 報告第８号専決処分の報告について、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づく市長の専決

処分事項の指定により、平成２６年７月４日付で別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の

規定により報告する。平成２６年９月４日提出。うきは市長髙木典雄。 

 理由。 

 平成２６年６月２３日に発生した、うきは市吉井町富永の市道上において、市が設置した下水

道マンホールが道路面より盛り上がっていたため、走行中車両の車体下部を損傷させた事故で、

相手方の損害を賠償するため専決処分したもの。 

 続いて、６ページをお願いいたします。 

 専決第６号専決処分書、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、議会の議決により指定

された市長の専決処分事項について、次のとおり専決処分する。平成２６年７月４日。うきは市

長髙木典雄。 

 市は、市が管理する下水道用マンホールが道路面より盛り上がっていたことにより、走行中の

車両を損傷した事故について、損害賠償額を次のとおり決定する。 

 １、損害賠償額８万８,０７４円。 

 ２、損害賠償の相手方、住所、●●●●●●●●●●●●●●●●。氏名、●●●●。 

 損害賠償の額８万８,０７４円は、損傷した車両の修理費等でございます。なお、事故発生の

概要等につきましては、別紙で―本日でございますけども、別紙でお配りしております資料

に記載しておりますので、御参照をお願いしたいと思います。 

 この件につきましては、総合賠償補償保険にて全額対象となっていることを申し添えます。今
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後は、より一層の道路等の維持管理に努め、かかる事故の発生することのないように取り組んで

まいります。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。１０番、諌山議員。 

○議員（１０番 諌山 茂樹君） お尋ねします。 

 エンジンオイルのオイルパンですか、を損傷したということですけれども、オイルパンに接触

する高さというのは、１５センチ以上ぐらいあると思うんですけれども、それに接触するくらい

のマンホールの段差があったというのは、我々常識からして考えられないんですけれども、工事

途中であったのか、工事完了しておったのか、そこら辺もお聞きしたい。 

 そして、どのくらい路面よりも高く出てたのか。もちろんタイヤの接触するところとマンホー

ルとの高さの関係になると思いますけれどね。そんなに路面状態が悪かったのか、そこら辺ちょ

っと詳しくお聞きしたい。 

○議長（岩佐 達郎君） 住環境建設課長。 

○住環境建設課長（江藤 武紀君） ここの現場でございます。場所的には、耳納の里から西側に

市境まで通じた市道でございます。その途中に大谷川が横断しております。川を横断しておるた

めに若干上って下っておるといった状況で、その道路を、大谷川を横断してすぐのところにマン

ホールがございます。ここの工事につきましては、平成１９年に下水道工事を行いまして、この

川の横断については推進工法でやっております。立て坑を掘っておったために、立て坑の中にマ

ンホールを設置して、後、埋め戻しをしたと。そして舗装をしたということで、そのマンホール

の周りの舗装が沈下しておるといったような状況でございました。 

 一応、原因とかを調査したんですけども、西側から車が走行して、ある程度スピードを上げて

おった場合、ジャンプして、そのバウンドで下水道のマンホールのふたに接触したんではないか

ということで、普通ゆっくり行けば当たることはないといった状況ではございました。 

 私が現場で目視をしたところでは、マンホールのふたが二、三センチ出ておると。ただ、その

マンホールのふたが斜めに下がっておるということで、舗装が。やはり１０センチ程度、舗装が

下がっておるところからマンホールのふたまで約１０センチぐらいあったんではなかろうかと思

っております。 

○議長（岩佐 達郎君） １０番、諌山議員。 

○議員（１０番 諌山 茂樹君） そういう段差といいますかね、それ、やっぱり規格でちゃんと

決めておかないと、こういう問題が起きる可能性がありますよ。だから、ほかの部分も調査する

必要があるんじゃないだろうかと思います。 
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 そして、ましてや単車なんかでそれ、ひっかかって転倒して人身事故でも起こしましたら、こ

れ、大変なことになると思いますので、検査基準と申しますか、そういう規格をちゃんとつくっ

て、そして規格に合致しているかどうかというのをちゃんと検査して、承認するなりしなきゃい

けないというふうに思いますので、そういう再発防止、これに、ぜひ全力を尽くしていただきた

いと思いますが。 

○議長（岩佐 達郎君） 住環境建設課長。 

○住環境建設課長（江藤 武紀君） 再発防止ということで、なかなか市内の道路を常時管理する

ことは不可能でございます。現在、こういった道路のそういった異常があった場合については、

地元の区長さんとか通行人の方から連絡を受けて、担当のほうで現場を確認するなり、迅速に処

理をしておるところでございます。 

 今後も、今度平成２６、２７年度で国土交通省の道路ストック、老朽化に対するストック点検

という事業も実施します。２年間で市内の幹線道路を調査しながら、ひび割れとか段差があると

ころ、そういった調査をしながら、特に緊急性があるところについては常時修理をしていくとい

ったような事業をしますので、これを機に、今後とも道路の安全管理についてやっていきたいと

いうふうに思っております。 

○議長（岩佐 達郎君） １０番、諌山議員。 

○議員（１０番 諌山 茂樹君） それ、検査基準が誤ってたのか、使ってる途中に徐々に陥没し

てそれだけの段差ができたのか、そこら辺で大きく変わります。基準が間違ってたんだったら改

正しなきゃいけないし、そういう対応策はぜひ必要だというふうに思います。数が多くても、こ

れはチェックしなきゃ、そういう問題、今言ったように人身事故でも起こって、頭を打って亡く

なるようなことがあったら大変なことになると思いますよ。答弁を。 

○議長（岩佐 達郎君） 住環境建設課長。 

○住環境建設課長（江藤 武紀君） それで当時、平成１９年度に事業を実施したということで、

完了検査については異常がなかったという。当然、下水道のふたとアスファルトは平らになっと

くべきものですので、検査はちゃんとそこで通っておったと思います。それ以降に、やっぱり通

行で路面が下がったという状況になったと思っております。だから、検査は的確にやっておると

いうことでございます。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。７番、江藤議員。 

○議員（７番 江藤 芳光君） 今のお話を聞きながら、１点だけ確認をさせていただきます。 

 過失の割合が１０・ゼロですよね。それで、結果的にはこの格差がさらについたということで

しょうけども、さっき説明で、推測かもしれませんけど車のスピード、バウンドしたかもしれな

い、そういうことを考えると、これが、過失が１０割ということになると、非常に市としてどう
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かなという気がしますが、この過失割合についても議論はなかったんですか。単なる、こちらが

１００％悪いという、１０センチの落差ということですけども、そのあたりを加味されたのか、

議論されたのかどうか、保険会社の関係を、よかったらお尋ねしたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 総務課長。 

○総務課長（石井 好貴君） 先ほどの答弁の中で、ゆっくり行けばというような発言がありまし

たが、私で把握している分については、通常の走行であれば発生しなかったということで、保険

屋との、現場との関係等もちゃんと説明しまして市のほうに過失があると。保険もそのまま

１０割出るということで判断しております。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。２番、鑓水議員。 

○議員（２番 鑓水 英一君） 今、江藤議員がおっしゃったとおりに、過失１０割ということで

すけど、これ、施工業者としての、建築業者の場合、１０年間の瑕疵担保があります。これ、多

分、土木業者さんとマンホール会社さんの同時施工だろうと思ってますが、業者のほうの、

１９年度の完成に対しては完了が通っておるようですけど、当時のその業者さんたちは、その現

場を見て把握しておりますか。 

○議長（岩佐 達郎君） 住環境建設課長。 

○住環境建設課長（江藤 武紀君） 確かに工事は平成１９年に実施をしております。一応、契約

書によると、瑕疵担保については２年ということで、この点については、経年劣化による原因だ

と判断しております。 

○議長（岩佐 達郎君） ２番、鑓水議員。 

○議員（２番 鑓水 英一君） じゃあ、今言った業者さんも再度見てもらってますかね。施工業

者。 

○議長（岩佐 達郎君） 住環境建設課長。 

○住環境建設課長（江藤 武紀君） 瑕疵担保の２年を過ぎておるということで、現場には業者の

方、来ていただいての協議はしておりません。 

○議長（岩佐 達郎君） ２番、鑓水議員。３回目。 

○議員（２番 鑓水 英一君） 今後、考えられると思いますので、業者のほうには、やっぱり現

場サイドを１回見てもらって、こういうことがあったということは報告しとったほうがいいんじ

ゃないですかね。 

○議長（岩佐 達郎君） 住環境建設課長。 

○住環境建設課長（江藤 武紀君） 一応こういった状況であったということについては、報告し

ておきます。 
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○議長（岩佐 達郎君） ほかに。１３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） 今、お話を聞きますと、事故現場は耳納の里の南側にある道路

を真っすぐ行ったところですね、言いかえりゃですね。たまたま６月２３日月曜日でございまし

たもんで、私はその道路を朝６時４０分ごろ通ってるんですよ。この道路をですよ。その事故が

起きるような、暗渠のふたが上に出てるということはありませんよ。この事故が起こってから、

じゃあ、皆さん方は再発防止にはどのようになされたかどうかですよ。その道路に対してですよ。

そのマンホールに対して再発防止。どのような措置をとられてるかどうか。 

 それから、この事故の状況については、全職員知ってますか。職員の周知徹底がなされてるか

どうか。 

 今言うように、市道の方々にこの下水道のマンホールがありますよ。それを一々検査すること

はできないでしょうけれども、せっかく職員の方も自動車を使って来てありますから、こういう

事故がありましたがということで事故の内容を報告して、もし異常があれば、やはり情報収集を

すべきであると思うんですよ。皆さん方が全ての道路を点検すること、それは不可能ですよ。そ

んな無理なことはされんと思いますけれども、職員の方々が自動車でお見えになってるから、そ

の通行上のマンホール等に異常があるかどうか報告してもらうのは、そういう事後措置はとるべ

きでありますが、それがとられてるかどうか。 

 それから、この道路だけじゃありませんよ。国道でも同じこと。工事のときはそんなになかっ

たけれども、年月の経過とともに、このマンホールで非常に大きい音が出る場所があるんですよ。

これはどこが後は補修するわけですか、国道の場合。市が埋設してるから、市がやらなきゃなら

んのかですよ。あるいは、国道事務所がやらなきゃならんのか、その年限はどうなってるのか。

つまり何年までは市の責任であるけれども、それ以降は国道事務所がやらなきゃならんかどうか、

これらについて、資料あるいはデータがありましたらお願いしたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 住環境建設課長。 

○住環境建設課長（江藤 武紀君） この事故が発生しましたことで、現場の修繕工事は実施して

おります。周辺約１０メートルほどの舗装を剝いでの工事を実施してきておるところでございま

す。 

 それから、職員に対しての周知ということで、先ほども言いましたように、市の職員だけの管

理は不可能ということですので、より多くの人にこういった管理をしていただくことが必要です

ので、全職員に通勤途中のそういった異常があるところの報告、それから市内出張とか出た場合、

そういった道路の管理をお願いしますということで、全職員にはおろしておるところでございま

す。 

 それから、国道のマンホールが出ておってから、いろんな異常な音がするとか、そういった状
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況につきまして、何年間たったら市がする、それから国がするといったことについては、ちょっ

と今、私、知り得ておりませんので、後でまた報告させてください。 

○議長（岩佐 達郎君） １３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） 職員には周知したということですが、文書で周知ですか。それ

とも口頭ですか。非常に大変なことなんですよ。市の管理責任が問われるような事案が発生して

るんですから、こういうものについては、文書できちっと職員に周知徹底をしなきゃ、口頭でど

んだけ周知してるかわかりませんけれども、いつやられてるかどうか。職員に対する周知徹底で

すね。これはやっぱり事故の内容を周知しないことには、職員もこんな事故が起こってるとはわ

かりませんよ。下水道のマンホールが浮き上がっとったって、そんなばかなことはないんでしょ

うが。それで、舗装はやり直したということですから、後で見に行ってみますけれども、やはり

そういう箇所があったら早急にあってないと、また次の事故が起こってまいりますよ。 

 あの道路というのは、以前もありましたでしょう。福富小学校の北側で草刈りをしよって、石

が飛んで損害賠償、その道路なんですよ、これは。その道路、延長線なんです。まして、あのと

きも福富の方だったでしょう、事故に遭われたというのはですよ。したがって市道においては、

特に市の管理責任というのが問われます。これについては徹底してもらわなきゃなりません。 

 それから、スピードを出しておったということでありますが、あの道路は、確かに大谷川を渡

ったときに若干ジャンプしますよ。スピードが出とったらジャンプします。ところがスピードが

出てなかったら、そんなにジャンプするような道路じゃありませんよ。むしろスピードが出とっ

たら、そのマンホールを飛び越えてジャンプするくらいのことはありますよ。あの大谷川が上が

ってますからね、道路上ですよ。しかし、こういう、「マンホールが道路面より盛り上がってい

た」、このような表現が、私は正しいかどうかということなんですよ。盛り上がってないという

わけでしょう。「盛り上がった」という用語を使ってありますが、「盛り上がった」というのは、

どのくらい上がった場合に盛り上がったというんですか。皆さん方は原因の究明、やってないで

しょう。本当の原因究明というのをですよ。自動車を走らせて、そこを通ってみたんですか、実

際にですよ。４０キロ、あるいは５０キロ、６０キロでですよ。原因究明を全くやらないまま、

「道路面より盛り上がっていた」という表現を使ってありますけども、これは不適当と思います

よ。じゃあ、どのくらい盛り上がったかというと表現できんでしょう。二、三センチぐらい、そ

ういうのは盛り上がったになりませんよ。まして、バンパーと地面までは、少なくとも１８セン

チぐらいの間隔がないとだめなんですから。そのバンパーが、エンジンのオイルパンを打ち破る

というようなことは、到底普通では考えられん。よほどスピードが出とったんじゃないかと思い

ますけれども、原因究明はどのようにしてやられてるかどうか、それについて、いま一度お願い

します。 
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○議長（岩佐 達郎君） 住環境建設課長。 

○住環境建設課長（江藤 武紀君） 職員の周知につきましては、毎月２回、管理職会議を開催し

ております。その中で、私のほうから全管理職のほうに、その周知徹底をお願いしますというこ

とで、口頭でおろしております。各管理職は、また職場に帰って、言葉でそういった注意をして

くださいという、言葉での通達ということで実施をしております。 

 それから、現場の関係ですけども、実際何キロスピードを出してどうだったかとか、そういっ

たテストは、私たちは行っておりませんけども、実際この「盛り上がっておる」ということです

けども、先ほども話ししましたように、アスファルトとふたが出ておる分については二、三セン

チ、全般的な舗装が山形に上がっておるといったような状況で、私もそれで一番下から一番上ま

でどのくらい上がっておるかというのにつきましては調べておりません。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。９番、伊藤議員。 

○議員（９番 伊藤 善康君） １点だけ。 

 それは、改造してなかったですか、その車。それ、１台だけでしょう。そこでそれだけ盛り上

がりがあって、腹こすったと自分たちは言うばってん、車は調べたんですか。 

○議長（岩佐 達郎君） 住環境建設課長。 

○住環境建設課長（江藤 武紀君） 修繕会社のほうに問い合わせをしまして、車検も通っておる

ということですので、改造ではなかったと考えられます。 

○議長（岩佐 達郎君） ９番、伊藤議員。 

○議員（９番 伊藤 善康君） ということは、実際は見てない、もう、保険会社に任せとったと

いうことですか。 

○議長（岩佐 達郎君） 総務課長。 

○総務課長（石井 好貴君） 担当のほうで車は確認しております。事故の車体下部を見て、そう

いう傷がついてると。進行方向に沿った形で傷のラインが確認された。車体の傷と整合性がある

ということで、因果関係が認められたということで、保険会社にその状況を報告して損害賠償の

対処をしております。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 以上で報告第８号の報告を終わります。 

 ここで皆さんにお諮りしたいと思います。本日は、日程第２３まで予定をしております。もう、

１２時過ぎておりますが、このまま引き続き審査を続けたいと思います。御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） じゃあ、そのまま続けます。 

────────────・────・──────────── 

  日程第１２．議案第５１号 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第１２、議案第５１号平成２６年度うきは市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 説明を求めます。市民生活課長。 

○市民生活課長（重冨 孝治君） 補正予算書の４１ページをお願いいたします。 

 議案第５１号平成２６年度うきは市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）。 

 平成２６年度うきは市の国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９０３万６,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４５億４,０３０万１,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。平成２６年９月４日提出。うきは市長髙木典雄。 

 ４７ページをお願いいたします。 

 歳入、３款２項１目財政調整交付金、補正額１００万円、補正後の額３億３,４６５万

４,０００円。これは、国保システム改修に伴う国からの特別調整交付金でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 １０款１項１目繰越金。平成２５年度国民健康保険会計の収支残額が８０３万７,２９４円で

したので、当初予算額１,０００円を控除した額８０３万６,０００円を繰越金として補正するも

のでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 歳出、１款１項１目一般管理費１３節委託料１３５万円の増額補正です。これは、高額療養費

の自己負担額限度額の見直しにより、国保システム改修の委託料でございます。平成２７年１月

１日からの施行となりますので、それまでに改修が必要でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 １２款１項１目予備費、補正額７６８万６,０００円につきましては、歳入歳出を同額とする

ため、予備費として調整したものでございます。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君）質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第５１号については委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 討論なしと認めます。 

 採決します。本案を可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５１号は可決することに決し

ました。 

────────────・────・──────────── 

  日程第１３．議案第５２号 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第１３、議案第５２号平成２６年度うきは市後期高齢者医療事業特

別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 説明を求めます。市民生活課長。 

○市民生活課長（重冨 孝治君） 補正予算書の５１ページをお願いします。 

 議案第５２号平成２６年度うきは市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）。 

 平成２６年度うきは市の後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億３,７６４万１,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。平成２６年９月４日提出。うきは市長髙木典雄。 

 ５７ページをお願いいたします。 

 歳入、４款１項１目繰越金、補正額５万円。平成２５年度後期高齢者医療事業特別会計の収支

残額が５万１,６８８円でしたので、当初予算の１,０００円を差し引き５万円の繰越金として補

正をするものでございます。 

 次のページをお願いします。 
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 歳出、３款２項１目一般会計繰出金、補正額５万円。前年の繰越金を一般会計へ繰り出すもの

でございます。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第５２号については委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 討論なしと認めます。 

 採決します。本案を可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５２号は可決することに決し

ました。 

────────────・────・──────────── 

  日程第１４．議案第５３号 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第１４、議案第５３号平成２６年度うきは市住宅新築資金等貸付事

業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 説明を求めます。生涯学習課長。 

○生涯学習課長（安元 正徳君） 議案第５３号平成２６年度うきは市住宅新築資金等貸付事業特

別会計補正予算（第１号）。 

 平成２６年度うきは市の住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４３万６,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２,２５７万円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。平成２６年９月４日。うきは市長髙木典雄。 
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 内容につきましては、６５ページ。歳入、繰越金４３万６,０００円。内容、前年度繰越金。 

 歳出、予備費、同額４３万６,０００円。補正額です。 

 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第５３号については委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 討論なしと認めます。 

 採決します。本案を可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５３号は可決することに決し

ました。 

────────────・────・──────────── 

  日程第１５．議案第５４号 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第１５、議案第５４号平成２６年度うきは市立自動車学校特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

 説明を求めます。自動車学校長。 

○自動車学校長（中嶋 吾郎君） 議案第５４号平成２６年度うきは市立自動車学校特別会計補正

予算（第１号）。 

 平成２６年度うきは市立自動車学校特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３６１万７,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億４,５９８万７,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。平成２６年９月４日提出。うきは市長髙木典雄。 

 ７３ページをおあけください。 
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 ４款１項１目繰越金でございます。補正額３６１万７,０００円。２５年度の収支の確定によ

る補正でございます。 

 ７４ページ、予備費におきまして調整をいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第５４号については委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 討論なしと認めます。 

 採決します。本案を可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５４号は可決することに決し

ました。 

────────────・────・──────────── 

  日程第１６．議案第５５号 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第１６、議案第５５号平成２６年度うきは市簡易水道事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

 説明を求めます。住環境建設課長。 

○住環境建設課長（江藤 武紀君） 補正予算書の７５ページをお願いいたします。 

 議案第５５号平成２６年度うきは市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）。 

 平成２６年度うきは市の簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２４万円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１,７２９万６,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の
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金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。平成２６年９月４日提出。うきは市長髙木典雄。 

 続いて、８１ページをお願いいたします。 

 歳入、４款１項１目繰越金、１節前年度繰越金２４万円の増額補正です。内容としましては、

前年度繰越金額の確定によります補正でございます。 

 続いて、次のページをお願いいたします。 

 歳出、３款１項１目予備費２４万円の増額補正です。財源調整によります補正でございます。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第５５号については委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 討論なしと認めます。 

 採決します。本案を可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５５号は可決することに決し

ました。 

────────────・────・──────────── 

  日程第１７．議案第５６号 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第１７、議案第５６号平成２６年度うきは市下水道事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

 説明を求めます。住環境建設課長。 

○住環境建設課長（江藤 武紀君） 補正予算書の８３ページをお願いいたします。 

 議案第５６号平成２６年度うきは市下水道事業特別会計補正予算（第１号）。 

 平成２６年度うきは市の下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３８２万
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３,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３億２,８１９万円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正、第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。平成２６年９月

４日提出。うきは市長髙木典雄。 

 続いて、８７ページをお願いいたします。 

 第２表、地方債の補正ですけども、下水道事業の変更により、当初１億８,４４０万円の借入

額を２４０万円減額し１億８,２００万円に補正をするものです。起債の方法、利率及び償還の

方法は、変更はございません。 

 続いて、９１ページをお願いいたします。 

 歳入、３款１項１目下水道費国庫補助金、１節下水道費補助金５７万５,０００円の減額補正

です。社会資本整備総合交付金、下水道事業補助金の交付決定によります減額補正でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 ４款１項１目１節一般会計繰入金１,９００万円の増額補正です。理由としましては、この後

説明いたしますが、前年度繰越金確定により減額となったため、その不足分を増額補正するもの

でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 ５款１項１目繰越金１節前年度繰越金１,９８４万８,０００円の減額補正です。前年度繰越金

額の確定によります補正でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 ７款１項１目１節下水道事業債２４０万円の減額補正です。理由としましては、国庫補助金の

減額に伴い、事業を縮小することから減額をするものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 歳出、２款１項１目公共下水道建設費、１５節工事請負費３１５万円の減額補正です。理由と

しましては、社会資本整備総合交付金、下水道費国庫補助金の減額に伴い、工事縮小によります

減額補正でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 ４款１項１目予備費６７万３,０００円の減額補正です。財源調整による補正でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） ９５ページで３１５万円の減額でありますが、工事縮小という
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ことですね。この工事縮小の内容はどういうことか、お願いしたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 住環境建設課長。 

○住環境建設課長（江藤 武紀君） ２６年度に下水道の管渠工事を実施する区域の中で、一部の

区域をとりあえず今年度カットして、次年度やる工事の中で実施するといった方向で考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） １３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） 一部カットということですが、その担当区域にはもう、連絡し

ているわけですか。こういう理由によって、２６年度は当然、実施予定でありましたけれども、

国の補助金等が減額になったために２７年度に繰り延べしますよというようなことは了解を得て

いるかどうかをお願いしたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 住環境建設課長。 

○住環境建設課長（江藤 武紀君） 本議会で、この補正が決定すれば、該当地区のほうには回り

まして、その事情を説明しまして、来年に回すということでお願いしていきたいというふうに考

えております。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第５６号については委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 討論なしと認めます。 

 採決します。本案を可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５６号は可決することに決し

ました。 

────────────・────・──────────── 

  日程第１８．議案第５７号 
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○議長（岩佐 達郎君） 日程第１８、議案第５７号平成２６年度うきは市農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 説明を求めます。住環境建設課長。 

○住環境建設課長（江藤 武紀君） 補正予算書の９９ページをお願いいたします。 

 議案第５７号平成２６年度うきは市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）。 

 平成２６年度うきは市の農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２５万５,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２,９０１万８,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。平成２６年９月４日提出。うきは市長髙木典雄。 

 続いて、１０５ページをお願いいたします。 

 歳入、４款１項１目繰越金、１節前年度繰越金２５万５,０００円の減額補正です。前年度繰

越金額の確定によります補正でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 ３款１項１目予備費２５万５,０００円の減額補正です。財源調整による補正でございます。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第５７号については委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 討論なしと認めます。 

 採決します。本案を可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５７号は可決することに決し
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ました。 

────────────・────・──────────── 

  日程第１９．議案第５８号 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第１９、議案第５８号平成２６年度うきは市浄化槽整備事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

 説明を求めます。住環境建設課長。 

○住環境建設課長（江藤 武紀君） 補正予算書の１０７ページをお願いいたします。 

 議案第５８号平成２６年度うきは市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）。 

 平成２６年度うきは市の浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８７万３,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５,７７３万３,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。平成２６年９月４日提出。うきは市長髙木典雄。 

 続いて、１１３ページをお願いいたします。 

 歳入、６款２項１目１節浄化槽整備基金繰入金６０万円の減額補正です。理由としましては、

基金の残高が予算に対して不足しているということから減額するものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 ７款１項１目繰越金、１節前年度繰越金２７万３,０００円の減額補正です。前年度繰越金額

の確定によります補正となっております。 

 次のページをお願いいたします。 

 歳出、４款１項１目予備費８７万３,０００円の減額補正です。財源調整によります補正でご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第５８号については委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、委員会付託を省略することに決しま
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した。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 討論なしと認めます。 

 採決します。本案を可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５８号は可決することに決し

ました。 

────────────・────・──────────── 

  日程第２０．議案第５９号 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第２０、議案第５９号財産の貸付についてを議題とします。議案の

朗読は省略します。 

 説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（大熊 孝則君） 議案書のほう、７ページになりますけども、本件につきましては、

旧自動車学校跡地における民間保育所整備におきまして、敷地の有効活用と幼老連携によるメリ

ットを生かした保育所運営を実施するため、敷地内に介護つき有料老人ホームを整備する目的で、

地方自治法第９６条第１項第６号の規定により、議会の議決を求めるものです。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） 面積が８,７６０平方メートルということですから、これは旧

自動車学校の跡地の面積になってありますけれども、そのうち２,３２９.７０は、このように有

料で貸し付けるということでありますが、残りは無償貸し付けになるかどうか、その辺お願いし

たいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 財政課長。 

○財政課長（大熊 孝則君） 残りの保育所用地、この分に関しましては、うきは市財産の交換、

譲与、無償貸付等に関する条例第４条の規定に基づき、無償貸与ということでございます。 

 それから、老人ホームのほうも無償貸し付けでございます。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。７番、江藤議員。 

○議員（７番 江藤 芳光君） １点確認させてください。 

 この貸し付けの期間、２６年１１月１日から平成４３年３月３１日まで、この期間についての

考えの根拠といいますか、それをお尋ねしたいと思います。 
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○議長（岩佐 達郎君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長（後藤 一善君） 貸し付けの期間でございます。 

 今回の平成２６年度、福岡県の保育所等整備事業費補助金協議書を福岡県の子育て支援課に提

出している関係の段階で、このことが通常、補助金の内示が２カ月かかります。それで１０月下

旬になる予定ですので、土地の貸借契約は保育所の整備が確実にならなければなりませんので、

内示後の１１月を予定しております。 

 それで、保育所の整備補助金は２６年度分を翌年度に繰り越すため、２７年３月に着工しなけ

ればなりません。３カ月程度の造成工事期間を考慮し、１２月議会では間に合いませんので、こ

の関係をしております。 

 それと、この関係は、一応貸付期間が保育所のほうの関係と絡みますので、２８年４月１日か

ら、その保育所及びこちらのほうの老人ホームの開設を予定いたしておりますので、このような、

一応平成２６年１１月１日から、この分は、そうすると、あと１５年という関係で、平成４３年

３月３１日までというふうな期間でこの期間を設けているところでございます。 

 つまり、１５年の期間というのが、２８年４月１日から平成４３年３月３１日まで。それと、

造成工事等がありますから、その前の期間も合わせて、ことしの１１月１日から造成工事関係が

出てきますから、そういう関係でしているところでございます。 

○議長（岩佐 達郎君） わかりましたか。７番、江藤議員。 

○議員（７番 江藤 芳光君） もう、質問でわかっていると思うけど、意味が違う。１５年だ、

１７年だという、その期間の根拠を聞いているんですけど。 

○議長（岩佐 達郎君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長（後藤 一善君） １５年の根拠は、大体、普通財産の貸し付け、３０年間の期間

がありますけど、こちらのほうの関係、一応保育所の分は無償貸与期間を一旦１５年と決めて、

その後、再度更新をすると。老人ホームの部分は、１５年間は無償にいたしまして、その間は老

人ホームの経営状況を見ながら、また更新するということで、この１５年間。 

 それと、工事等の造成等にかかわりますもんですから、その前の２年間分、ことしの１１月か

ら２８年３月３１日まで、計の１７年間がこの貸付期間というふうなことになります。 

○議長（岩佐 達郎君） ７番、江藤議員。 

○議員（７番 江藤 芳光君） よろしいんですけど、その普通貸し付けの３０年を２分の１にし

たということが、もう決まったんだと思って、この議案が出たんだと思いますが、これ、２分の

１というのがどういうことなんでしょうかということなんですけど。それを期間が１５年、準備

期間も含めて１７年ですけど、１５年が基本になって、普通貸し付けは３０年だけど、その２分

の１にしましたということがどういうことだったんでしょうかということをお聞きしたかったん
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です。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長（後藤 一善君） 今の関係、保育所のほうの絡み等も出てきます。一応３０年と

いう期間がありますけど、保育所のほう、やっぱり安定的経営を行っていただかなくてはならな

いということと、老人ホームの経営状況の関係も出てきますから、一応半分の１５年間をめどに

して、１５年、１５年ということで考えていこうというふうなことで、このような２分の１とい

うのが出てきております。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第５９号については委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 討論なしと認めます。 

 採決します。本案を可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５９号は可決することに決し

ました。 

────────────・────・──────────── 

  日程第２１．議案第６４号 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第２１、議案第６４号うきは市税条例の一部を改正する条例の制定

についてを議題とします。議案の朗読は省略します。 

 説明を求めます。税務課長。 

○税務課長（内山  勇君） 議案書の６１ページをお願いします。議案の朗読は省略させていた

だきます。 

 次ページをお願いします。 

 うきは市税条例の一部を改正する条例。 
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 うきは市税条例の一部を次のように改正する。第８２条第２号イを次のように改める。 

 イ、小型特殊自動車、農耕作業用のもの、年額２,４００円、その他のもの、年額５,９００円。 

 附則。 

 施行期日、１、この条例は、平成２７年４月１日から施行する。 

 経過措置、２、改正後のうきは市税条例の規定は、平成２７年度以後の年度分の軽自動車税に

ついて適用し、平成２６年度分までの軽自動車税については、なお従前の例による。 

 このたびの改正につきましては、平成２６年度の地方税法の一部を改正する法律が平成２６年

３月３１日に交付されました。これに伴い、うきは市税条例の一部を専決により改正しましたが、

軽自動車税のうち、小型特殊自動車については保留としていました。小型特殊自動車については、

地方税法では標準税率が定められておらず、条例で税率を決定することになっているため、近隣

の改正状況や、他の軽自動車税の税率と均衡を失しないような見直しを行い、今回、税率を改正

するものでございます。お手元に新旧対照表をお配りしております。あわせて御参照をお願いし

ます。 

 今回の改正は、うきは市税条例第８２条第２号イ小型特殊自動車の農耕作業用のものを

１.５倍引き上げ２,４００円に、その他のものを約１.２５倍に引き上げ５,９００円とするもの

でございます。近隣市町についても同じ税率で決定または決定の見込みであります。なお、農耕

作業用のものとは、トラクター、コンバイン、エスエス、田植え機等、その他のものとは、フ

ォークリフト等でございます。附則については、施行期日や経過措置等を規定しておるところで

ございますので、説明は省かせていただきます。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。１３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） 来年の４月１日からの改正ですから、実際に課税されるのは来

年の５月ということになりますけれども、対象車種の予定台数がわかってあったら、現在数で結

構でございますので、お願いしたいと思います。 

○議長（岩佐 達郎君） 税務課長。 

○税務課長（内山  勇君） 今年度の賦課した台数ということでお知らせしたいと思います。 

 農耕作業用のもので１,９６１台、その他のものとして５９台、今年度は課税をしております。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。１番、岩淵議員。 

○議員（１番 岩淵 和明君） お尋ねいたします。 

 現在の金額と税収と今後の税収で、どのくらいの差があるのかということを１つお尋ねしたい

ということと、これについて、現在で滞納額がどのくらいあるのか、それもお尋ねしたいという



- 63 - 

ふうに思います。 

 先ほど対象台数を伺いましたけれども、対象となる世帯数というのはどのくらいあるのかもあ

わせてお尋ねしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） 税務課長。 

○税務課長（内山  勇君） 今回の税率改正をした場合、現行よりも約１６４万円ほど、この小

型特殊自動車の分では増収というふうな見込みでございます。 

 現在の軽自動車における滞納額につきましては、現在、２５年度決算時点では６５１万

６,０００円ほどになっております。 

 なお、世帯数については、台数把握ですので把握しておりません。 

 以上です。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第６４号については委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。１番、岩淵議員。反対討論。 

○議員（１番 岩淵 和明君） 前回の自動車税については、専決処分ということだったんでなか

なかできなかったんですけれども、改めて今回の条例について、先ほどちょっと聞きましたけど、

滞納で２５年度６５１万円って結構大きな額だなというふうに正直言って思います。 

 今回の対象となる小型だけの問題ではなくて、全体の問題だというふうに思いますけれども、

そういう意味では、本来であれば経過的措置も含めて、今回の税の値上げそのものが大きいとい

うことですね。１.２５倍とか１.５倍とかという、そういう意味では大きいということ。その原

因となるのは、根本的には、政府の方針によるものではありますけれども、自治体として、やは

りそれもかかる農業国でもあるわけですし、それから軽自動車に頼る比率も多いだろうというふ

うに思っております。そういう意味では、経過的措置も含めて、本来であれば一定の期間を要し

てすることも可能ではないかなというふうにも思います。そういう意味では、今回の軽自動車税

に係る件については反対をしたいというふうに思っております。 

 以上です。 



- 64 - 

○議長（岩佐 達郎君） 次に、賛成討論を許します。１３番、三園議員。 

○議員（１３番 三園三次郎君） 今、反対の意見が出されましたけれども、税というのは、近隣

市町村との均衡を保たなきゃなりません。 

 まして、今、お話がありましたように、１,９２１台が農耕作業用と。それから、５９台がそ

の他のものということでありますが、値上げの額については、今、お話にありましたように

１６４万円程度の上昇ということでございます。したがって、ほかの自動車税等も改正になって

あります、軽自動車についてはですよ。したがって、それと均衡を保つ、それから近隣の市町村

との均衡を保つためには、当然この値上げは必要と思います。したがって、本条例に賛成をいた

します。 

○議長（岩佐 達郎君） ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） これで討論を終わります。 

 本案は起立により採決します。本案を可決することに賛成の議員さんの起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（岩佐 達郎君） 起立多数です。したがって、議案第６４号は可決することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

  日程第２２．議案第６５号 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第２２、議案第６５号うきは市災害弔慰金の支給等に関する条例の

一部を改正する条例の制定についてを議題とします。議案の朗読は省略します。 

 説明を求めます。福祉事務所長。 

○福祉事務所長（後藤 一善君） 議案の朗読は省略させていただきます。６４ページをお開き願

います。 

 うきは市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を次のように改正する。 

 第４条第１項に次の１号を加える。 

 第３号、死亡者に係る配偶者、子、父母、孫又は祖父母のいずれも存しない場合であって、兄

弟姉妹（死亡者の死亡当時その者と同居し、又は生計を同じくしていた者に限る。）がいるとき

は、その兄弟姉妹に対し、災害弔慰金を支給する。 

 附則。 

 この条例は公布の日から施行する。 

 なお、この条例の上位法である国の改正は、平成２３年７月にあっております。ことしの６月

に開催されました市町村事務担当者研修会の中で、条例が改正されていない場合は早急に改正を

行うように指導があっております。その件で確認を行った結果、改正を行っていないことがわか
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りましたので、今回の改正というふうになっております。 

 さらに、このことにより不利益を受けた者があるかどうかをさかのぼって確認いたしました。

２４年に起こりました九州北部豪雨を含めまして、その該当者がいなかったことをあわせてここ

に報告いたしたいと思います。このように条例改正がおくれて、今後このようなことが起こらな

いよう、十分注意してまいりますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（岩佐 達郎君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第６５号については委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 討論なしと認めます。 

 採決します。本案を可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩佐 達郎君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６５号は可決することに決し

ました。 

────────────・────・──────────── 

  日程第２３．請願の委員会付託 

○議長（岩佐 達郎君） 日程第２３、請願の委員会付託を行います。 

 今まで受理した請願はお手元に配付の請願文書表のとおり、会議規則第８６条の規定により所

管の委員会に付託します。 

 ここで、先ほど報告第７号、うきはの里株式会社の江藤議員からの質疑で、後で回答しますと

いうことで申しておりました。そこで、企画課長より回答の申し出があっておりますので、これ

を許可します。企画課長。 

○企画課長（重松 邦英君） 済みません、先ほど後ほど回答と申し上げておりました書類の中で

９ページですね。９ページ、繰越利益剰余金と、１０ページの税引き前当期純利益金額が合わな



- 66 - 

いがという御質問があったかと思います。 

 結論を申し上げますと、この金額は合わないものでございます。理由につきましては、この

９ページ、繰越利益剰余金というものが、先ほど私が１４ページのほうでちょっと時間を割いて

説明させていただきました金額になっておりまして、こちらは過去からの累積の金額となってお

ります。今期限りではなく、過去からの累積の金額となっております。 

 続きまして、御指摘の１０ページの税引前当期純利益金額というものは当期、当期と申します

のは平成２５年度の１年間の利益を指しておるものですので、そもそもが一致するような金額の

ものではないことを御報告させていただきます。 

 以上です。 

────────────・────・──────────── 

○議長（岩佐 達郎君） それでは、以上で本日の議事日程は終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 連絡します。あす９月５日から９月７日までは休会とし、９月８日、本会議を開き、一般質問

を行います。 

 以上です。 

○事務局長（熊懐 洋一君） 起立、礼。お疲れさまでした。 

午後０時56分散会 

                                       

 


